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国 内 学 会
林 田 彩 加,梅 下 浩 司 手 術 室 見 学 に お い て 看 護 学 生
30.
 




2.	 江川裕人,手 良向聡,西 村勝治,山 本雅一,古 川




3.	 吉村弥須子,梅 下浩司,久 保正二,吉 川有葵 肝移
植後に妊娠 ・出産を体験 した レシピエン トの妊娠判
明時の感情と家族の反応 第49回 日本移植学会総
会2013年9月,京 都市








6.	 安藤 恵,清 水安子,亀 石千園,瀬 戸奈津子 膠原
病患者の他者 との関係における体験 と思い 第18
回日本難病看護学会学術集会2013年8月 東京
7.	 奥 朋子,増 島麻里子,木 村恵美子,井 沢知子,
高橋由美子,冨 田英津子,荒 尾晴惠 リンパ浮腫の
予防に対する患者教育 ・指導に資する研修プログラ
ム評価(第10報)平 成23年 度研修運営者を対象 と
したアンケー ト,第27回 日本がん看護学会学術大
会2013年2月,金 沢
8.	 増島麻里子,木 村恵美子,冨 田英津子,奥 朋子,
井沢知子,高 橋由美子,荒 尾晴惠 リンパ浮腫の予
防に対する患者教育 ・四号に資する研修プログラム
評価(第11報)平 成23年 度研修受講者を対象 とし
たア ンケー ト調査,第27回 日本がん看護学会学術
大会2013年2月,金 沢
9.	 船奥あゆみ,田 墨惠子,荒 尾晴惠,小 林珠実,前 川
佳敬,福 森雄司,楠 寿子,水 木満佐央 がん相談
支援 室における患者家族の意思決定支援に関 して
のMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術大会
2013年6月,横 浜





11.	石川かお り,遠 藤淑美他 精神科長期入院患者の地
域生活移行支援における効果的なIPW(専 門職連携) 
大阪大学看護 学雑 誌Vbl.20No.1(2014) 
の要素,第6回 日本保健医療福祉連携教育学会学術
集会,2013年10月,仙 台.
12.	 谷ロ智香,遠 藤淑美,熊 崎恭子 看護臨床実習にお
ける認知行動療法アセスメン トシー トを使用 した
「出来事の認知の仕方の外在化」の効果,第33回
日本看護科学学会学術集会,2013年12月,大 阪.
13.	 古舘美里,瀬 戸奈津子,亀 石千園,清 水安子200
床未満の日本糖尿病学会認定教育施設における糖
尿病外来看護の実際 第18回 日本糖尿病教育 ・看
護学会学術集会2013年9月 横浜
14.	 山川みやえ,九 津見雅美,桑 木智美 和泉谷五月,
土田京子,島 宏和,長 谷川郁代,山 本め ぐみ,駒
野敬行,桂 田 舞,繁 信和恵,山 本朝美,谷 ロかお




15.	 師岡友紀,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの移植手術
に対する思い 第31回 日本肝移植研究会2013年
7月 熊本市
16.	 師岡友紀,梅 下浩司 生体肝移植 ドナーの移植手術
に対する思い 第49回 日本移植学会総会2013年
9月 京都市
17.	 師岡友紀,荒 尾晴惠,山 下亮子,笹 嶋宗彦,西 村




18.	 神渡明日香,師 岡友紀4年 制大学看護学生の就職
先選択の決定因となる情報 第23回 日本看護研究
学会近畿北陸地方会2013年3月 和歌山市
19.	 田村昇子,師 岡友紀,梅 下浩司 脳死臓器提供に関
する家族内の意思共有の程度および関連要因につ
いて2013年9月 京都市








22.	大倉瑞代,亀 石千園,瀬 戸奈津子,清 水安子 糖尿
病看護における自己客観視の援助 に関する研究
日本糖尿病教育 ・看護学会誌 第18回 日本糖尿病
教育 ・看護学会学術集会2013年9月 横浜




23.山 下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録 33.赤 松智紗子,小 野恵理佳,梅 下浩司,高 階雅紀,
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者 シミュレーシ ョンスーツを使





25。 樋上容子,山 川みやえ,井 上干晴,岡 崇史,繁 信









27.肥	後直子,柏 本佐智子,水 野美華,森 小律恵,安 仲














30.古	野佑佳,中 濱多紀,瀬 戸奈津子,亀 石千園,清 水
安子 東 日本大震災で被災された糖尿病患者の支
援のあり方について 第18回 日本糖尿病教育 ・看
護学会学術集会2013年9月 横浜
31.森	加苗愛,畑 中あかね,古 山景子,大 倉瑞代,中 濱




32.小 野恵理佳,赤 松智紗子,梅 下浩司,中 田精三,
伏見 了 拭取り法でのATP測 定におけるスワブ綿
球か らの溶出率について 第35回 日本手術医学会
総会2013年11月,横 浜市
南 正人,安 藤昌代,中 田精三 手術安全チェック
リス ト導入の経験 第35回 日本手術医学会総会
2013年11月,横 浜市 
v	 講演会
1	 荒尾晴惠 大分県看護協会 終末期がん患者の在
宅療養支援 症状マネージメン ト2013年7月
2.	 荒尾晴惠 兵庫県立がんセ ンター がん看護実務
研修 症状マネジメン トとケァ2013年7月
3.	 荒尾晴惠 北海道緩和ケア認定看護師の会 症状
マネジメン トモデル を元に した症状への看護介入
2013年11月
4.	 遠藤淑美 患者 一看護師関係 自我発達の視点か
ら,浅 香山病院 トピックス研修,2013年3月
5.	 遠藤淑美 患者 一看護師関係 セルフケア援助と
の関係 浅香山病院 トピックス研修,2013年8月











9.	 山川みやえ 南大阪病院糖尿病教室 糖尿病 と認
知症:予 防できる?認 知症2013年12月21日,大
阪市
10.	 山川みやえ 大阪府栄養士会生涯学習研修会 【認知
症の最新情報】臨床における症候学的な食事へのア
プローチ2013年12月11日,大 阪市
11.	 山川みやえ 第3回JCEBPシ ンポジウム ベス トプ
ラクティスにつながるEBPサ イクルについて2013
年12月7日,大 阪市






ジカルアセスメン ト:フ ィジカルアセスメン トのチ
ームケアへの活用:グ ルー プワーク2013年11月
5日,堺 市














17.山 川みやえ 認知症患者の排尿の基礎知識 放尿
への対処への挑戦,公 益財団法人浅香山病院認知症
病棟勉強会2013年9月27日,堺 市








20.山 川みやえ 岸和田セ ミナー,認 知症の基礎 と食に
ついて 認知症ケアの向上 を図る栄養士の実践へ
の可能性,2013年08月23日,岸 和田市
21.山 川みやえ 第4回 食育研究会特別講演,認 知症の
基礎知識 と食事 認知症ケアの向上を図る栄養士
の実践への可能性,2013年08月13日,大 阪市






24.山 川みやえ 認知症ケアを通 して学ぶ高齢者のケ
ア:こ れからの出会 いのために グルメ杵屋社会貢
献の家 新採用者研修2013年3月18日 大阪市






27.樋 上容子 第3回JCEBPシ ンポジウム 精神科にお
ける転倒転落のインシデン トレポー ト報告パ ター












2.	 山 川 み や え 笑 顔 と こ こ ろ で つ な が る 認 知 症 医 療
小 野 薬 品HP病 院 ・ク リ ニ ッ ク 訪 問 「公 益 財 団 法 人
























1.荒	 尾 晴惠,小 林珠 実,升 谷英子,淺 野耕 太,畠 山
明子 第1回 大阪大学大学院医学系研究 科保健学専
攻がん看護高度実践看 護師コー ス修 了生の会 「専門
看護師 と して の業績 の積み上 げ方」大阪大学医学部
保健学科2013年6月1日 吹田市
4.講	習 会
1.牧 本清子 第30回 関西感染予防ネ ッ トワーク主催
2.牧 本清子 第17回 関西感染症 フォーラム共催
3.遠	 藤淑美,熊 崎恭 子,秋 田友美 事例検討会 平成
25年 度精神訪問看護集 中講座(大 阪),2013年8月
5.そ	 の他
1.牧	 本清子 国際 シンポジウムCurrentissuesin 
dementiaanddementiacareinEastAsia.Osaka 
University,March2"d





2.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 特別委員会(西原晴美,
青木美智子,柳 井田恭子,稲 垣美智子,清 水安子,
米田昭子,小 江奈美子,窪 岡由佑子,平 岡めぐみ)
交流集会2多 施設から学ぽう!糖 尿病透析予防指
導 第18回 日本糖尿病教育 ・看護学会学術集会
2013年9月
3.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 編集委員会(内 海香子,
山本裕子,畑 中あかね,中 濱多紀,瀬 戸奈津子,
村角直子,伊 波早苗,西 垣昌和,山 ロ曜子,住 吉
和子,清 水安子)交 流集会3査 読のポイン トを知ろ
う!一 編集委員による投稿者 と査読者のための査
読ポイン トの解説および意見交換一 第18回 日本
糖尿病教育 ・看護学会学術集会2013年9月
4.日	 本糖尿病教育 ・看護学会 研究推進委員会(大 原
裕子,伊 波早苗,小 野美穂 瀬戸奈津子,西 垣昌和,




1.荒 尾 晴 恵 第11回 佐 川 看 護 特 別 賞
2.古 野 佑 佳,中 濱 多 紀,瀬 戸 奈 津 子,亀 石 手 園,清 水
安 子 第18回 日 本 糖 尿 病 教 育 ・看 護 学 会 学 術 集 会
JADEN18Award(東日 本 大 震 災 で 被 災 さ れ た 糖 尿 病

























1.梅 下浩司(分 研究担者)全 ての臓器と組織移植症
例の一元的な登録と追跡制度の確立ならびに ドナ
ーとレシピエン トの安全性確保とQOL向 上に関する
研究 平成25年 度厚生労働科学研究費補助金 
z.	 梅下浩司(分 研究担者)肝 移植後のレシピエン ト
の妊娠 ・出産における心理的体験と医療支援に関す
る研究 平成25年 学術研究助成基金助成金(科 研
費)
3.	 梅下浩司(分 研究担者)術 前訪問における手術室
看護師の患者擁護実践評価指標の開発 平成25年
学術研究助成基金助成金(科 研費)
4.	 清水安子(研 究代表者),瀬 戸奈津子,内 海香子,
正木治恵(研 究分担者)糖 尿病患者のパターンマ
ネジメン ト援助指針と支援ツールの開発 平成23
～27年 度 文部科学研究費(基 盤研究C)
5.	 福録恵子(研 究代表者),清 水安子,瀬 戸奈津子,
今井奈妙,亀 石千園(研 究分担者)地 域密着型ク
リニックを拠点とする運動器不安定症高齢者の運
動支援プログラム開発 平成23～26年 度 文部科
学研究費(基 盤研究C)
6.	 黒田久美子(研 究代表者),清 水安子,内 海香子,
麻生佳愛,錢 淑君,正 木治恵(研 究分担者)認 知機
能低下が生じた高齢インスリン療法患者 ・家族への
援助指針の開発 平成25～27年 度 文部科学研究
費(基 盤研究C)
7.	 牧本清子(研 究代表者)2011年 一2013年 リアルタ
イムモニタリングによる認知症高齢者の徘徊 トリ
ガー要因の究明 科学研究費補助金 基盤研究(B)
8.	 牧本清子(分 担研究者)2012年 一2015年 人工股
関節 ・膝関節患者の経年的QOL評 価の集積と再置換
予防に関する研究
9.	 牧本清子,山 川みやえ(研 究協力者)循 環器疾患 ・
糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 生活習慣
病重症化予防のための戦略研究 厚生労働省
10.	 荒尾晴惠(研 究代表者)生 活に即 した経ロ抗がん
剤投与管理能力を促進する看護支援の創成 平成
23年 度～24年 度 文部科学研究費補助金(挑 戦的
萌芽研究)
11.	荒尾晴惠(研 究代表者)小 林珠実(研 究分担者),
山下亮子(研 究分担者)田 墨惠子(研 究分担者)診
断期か ら緩和ケアに基づく放射化学療法 中の頭頸
部がん患者の口腔粘膜炎への看護介入 平成25年
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
SO
 
度～27年 度 文部科学研究費補助金(基 礎研究B)




13.小 松浩子(研 究代表者),荒 尾晴惠(研 究分担者)
外来化学療法におけるオンコロジーエマージェン
シーの安全ケア質保証統合システム開発 平成23
年度～27年 度 文部科学省科学研究費補助金(基 盤
研究A)




15.遠	藤淑美(連 携研究者),酒 井郁子(研 究代表者)
他 回復期 リハ ビリテーション病棟における看護
管理実践の理論化と普及,平 成22年 度～25年 度,
科学研究補助金(基 盤研究B)




17.瀬	戸奈津子(研 究代表者),清 水安子,正 木治恵,
石井秀宗(研 究分担者)糖 尿病看護における実践
能力育成プログラムの普及と効果の検証 平成23
～27年 度 文部科学研究費(基 盤研究B)
18.瀬 戸奈津子(研 究代表者),清 水安子,亀 石千園,岡
田彩子(研 究分担者)慢 性心不全患者の症状や徴
候のパター ンを見つけるための外来看護支援ツー
ルの開発 平成25～27年 度 文部科学研究費(挑
戦的萌芽研究)
19.松 田直正(研 究代表者),瀬 戸奈津子,善 福正夫(研
究分担者)介 護保険施設における看護 ・介護職の
協働 を推進する協働実践 自己評価尺度の開発 と検
証	 平成24～27年 度 文部科学研究費(基 盤研究 
C)









22.山	川みやえ(研 究分担者)2012年 一2015年 集団




23.	 山川みやえ(研 究分担者)2013年 一2016年 認知
症患者への緩和ケアに関するベス トエ ビデンス研
究科学研究費補助金 基盤研究(C)
24.	 師岡友紀(研 究代表者),梅 下浩司(研 究分担者)
学術研究助成基金助成金(科 研費)基 盤研究(C)
生体肝移植のレシピエン ト、 ドナー、家族の抱える
問題 と術後支援の検討 経費合計3,900,000円 平
成24～26年 度
25.	 亀石千園(研 究代表者)イ ンターフェロンーB製
剤で治療中の多発性硬化症患者への継続的な看護
援助指針の開発 平成24年 ～26年 文部科学研究
費(若 手研究B)
26.	 秋田友美(研 究代表者)非 自発的入院で患者の主
体性の維持と治療導入の間でバランスをとるため
の看護援助指針,平 成25年 度研究活動スター ト支
援
27.	 樋上容子(研 究代表者)認 知症疾患別の睡眠一覚
醒 リズム障害の看護ケアとその評価方法の確立,
平成25年 度研究活動スター ト支援
28.	脇 幸子(研 究代表者)清 水安子,瀬 戸奈津子(研
究分担者)糖 尿病患者のセルフケア自己評価支援
ツールとCDE看 護師育成プログラムの開発 平成
25～28年 度 文部科学研究費(基 盤研究C)
3.受	託研究費 




2.	 水野美華(研 究代表者),和 田幹子,瀬 戸奈津子,
福井 トシ子,雨 宮久美子,中 山法子,下 村裕子,
西郷和枝,桐 生史江,松 井美貴,角 南ちえ子,冨 村
真(研 究分担者)イ ンス リン製剤名と識別力ラー
に関するエラーの発生状況 とそのマネジメン ト
平成23年 度 日本糖尿病教育 ・看護学会研究助成
4.奨	学寄付金
1.請	 水安子,胡 春頴 財団法人日中医学協会研究助
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11.梅 下浩司 日本手術医学会 編集委員
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ークルベ ッ ド用転倒 ・転落 リスクアセスメン トツ
ール:C-FART第2版 の危険因子 と転倒 ・転落発生 と
の関連 日本小児看護学会第23回 学術集会,2013
年7月,高 知市.
39.湯	浅真裕美,藤 田優一,二 星淳吾,藤 原手惠子 成
人ベッ ド・学童ベッ ド用転倒 ・転落 リスクアセス
メン トツール:C-FARτ 第2版 の危険因子 と転倒 ・転
落発生との関連 日本小児看護学会第23回 学術集
会,2013年7月,高 知市.





41.藤	田優一,藤 原千惠子 小児用の転倒 ・転落 リス
クアセスメン トツール:C-FRATのROC曲 線を用いた
カッ トオフポイン トの検討 日本看護研究学会第
26回 近畿 ・北陸地方会学術集会,2013年3月,和 歌
山市.)
42.藤	田優一,藤 原千惠子 小児用転倒 ・転落防止プロ
グラム第2版 のアウトカム,第33回 日本看護科学
学会学術集会,2013年12月,大 阪市.
43.森	 瞳子,藤 原彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自閉
症スペク トラム障害をもつ児の養育者による予防
接種絵カー ドの評価(第2報)小 児保健研究 第
60回 日本小児保健学会2013年9月 東京
44.森	瞳子,永 井利三郎,古 川恵美,古 藤雄大 自閉
症スペク トラム障害のある児における予防接種絵
カー ドの有用性の検討 第56回 日本小児神経学会
2013年5月 大分
45.石	山さゆ り,岩 永浩明,清 岡佳子,田 原 孝,大 橋
一友 胎児心拍のカオス解析 一第2報 一 力オス ・
複雑系の視点に基づく胎児の能動的意識の検討 平
成25年10月4,5日 第54回 日本母性衛生学会 大
宮








48.奥	村歳子,新 田紀枝,田 中寿江,石 澤美保子,
佐竹陽子,前 田由紀,宮 野遊子,藤 原千惠子 一
時的ス トー マ造設患者の配偶者が抱える困難 日
本創傷 ・オス トミー ・失禁管理学会第22回 学術集
会,2013年5月,静 岡市.
49.前 田由紀,佐 竹陽子,新 田紀枝,田 中寿江,石 澤
美保子,宮 野遊子、奥村歳子,藤 原千惠子 永久
的ス トーマ造設 した患者の レジリエンス 日本創
傷 ・オス トミー ・失禁管理学会第22回 学術集会,
2013年5月,静 岡市.
50.田	中寿江,石 澤美保子,奥 村歳子,佐 竹陽子,
新田紀枝,前 田由紀 宮野遊子,藤 原千惠子 ス




トーマ造設 した患者が体験する困難 日本創傷 ・
オス トミー ・失禁管理学会第22回 学術集会,2013
年5月,静 岡市.
51.藤	本美穂,宮 野遊子,山 田純子,藤 原千惠子 地
域で生活 している母親の育児ス トレス 日本小児
看護学会第23回 学術集会,2013年7月,高 知市.




53.乾	つぶら,島 田三恵子,林 猪都子,猪 俣理恵 産後
1ヶ 月 ・4ヵ 月の入眠困難と中途覚醒の理由.第38
回日本睡眠学会,秋 田市,2013年6月27日
54.安 藤仁美,大 橋一友 保健医療機関の看護職者が産
後継続支援に必要 と認識 している母児の情報 第
52回 大阪母性衛生学会12月15日 大阪
55.福	井都花,愁 久逧里,北 村真世,高 淵真子,靆
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎 自治体における予防
接種対応の現状に関するアンケー ト調査 第60回
日本小児保健学会2013年9月 東京
56.高 淵真子,笹 丑都韮,秋 久裕里,北 村真世,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎A県 下の私立保育所
における障害児保育の現状と課題 第60回 日本小
児保健学会2013年9月 東京
57.秋	久裕里,高 淵真子,福 井都花,北 村真世,藤 原
彩子,古 藤雄太,永 井利三郎A県 内私立保育所に
おける 「発達障害児」・「気になる児」への保育対応
第60回 日本小児保健学会2013年9月 東京
58.北	村真世,秋 久裕里,高 淵真子,福 井都花,藤 原




1.	 藤原千惠子 小児看護学教育課程 大阪府看護教
員講習会2013年9月3日 ～9月5日
2.	 永井利三郎 「つなごう、広げよう!病 気の子ども
のLifeSupportNet」 大阪大谷大学2013年2月
大阪




4.	 永井利三郎 「気になる子 どもが増えていません
か」大阪自閉症研究会2013年6月 大阪
5.	 永井利三郎 「自閉症スペク トラムの理解と支援の
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
考え方亅 平成25年 度第7回 大阪府障がい者社
会参加推進センター研修会 社 会福祉法 人
大阪障害者 自立支援協会(大 阪府委託事業)2013
年7月 大阪市
6.永	 井利三郎 「自閉症スペク トラムの理解と対応に
ついて」大阪大学医学部保健学科FD2013年7月
大阪
7.永	 井利三郎 「てんかん～基礎講座～」 保健講話
宮城県気仙沼向洋高等学校2013年7月 気仙沼市
8.永	 井利三郎 学校生活の中で困 り感 をもっている









11.永 井利三郎 「発達障害のメ力ニズムの理解 と行動
問題への対応方法」寝屋川市啓明小学校 校内研修
会2013年8月
12.永	井利三郎 「発達に課題がある子 どもに対 しての
支援、自立に向けての取り組み」 第10回 西 日本
児童養護施設職員セミナー大阪大会 第10回 西 日
本児童養護施設職員セミナー大阪大会実行委員会
2013年9月 大阪市
13.永 井利三郎 子 どもとその親の健康なこころと身
体づ くり ・仲間づくり 神戸市立住吉幼稚園PTA
研修会 神戸市立住吉幼稚園2013年9月 神戸市










1.大 橋一友 第76回QOL研 究会2013年4月 大阪
2.セ ミナー
1.新	 家一輝,宮 野遊子,楠 木重範 チャイル ド・ケ
モ・ハウス公開シンポジウム ーAYA世 代がかかえる




課 題 とサポー トー,チ ャイル ド・ケモ ・ハ ウス,
2013年10月12日
3.研	究会
1.新 家一輝,宮 野遊子 大阪の医療 的ケア を必要 と
す るこどもと家族 を支え る看護研究会2013年12
月 大阪大学 医学 系研究科保健学専攻
4.講	習会
1.宮 野遊子,楠 木重範 模 擬家族 プ ロジ ェク ト研修会,
チ ャイル ド・ケ モ ・ハウス,2013年6月 ～11月
5.そ	 の他
1.新	 家一輝,佐 々木美和,篠 原 夏美 き ょうだいの会
2013年3月,8月 名古屋大学 医学部 附属病院
皿	 受賞 なし









1.新 田紀枝(代 表)藤 原千惠子(分 担)石 井京子,石
澤美保子,宮 野遊子 「地域で生活するス トー マ造
設患者 と家族のケアの 自立に影響する レジ リエン
スの解明」,平成23～25年 度科学研究費補助金基盤
研究C課 題番号23599294.
2.永 井利三郎(研 究分担者)心 の健康問題を持つ親
への継続的育児支援システム構築 ・運用ガイ ドの開
発




4.永	 井利三郎(研 究分担者)厚 生労慟科学研究費
補助金(難 治性疾患等克服研究事業)希 少難治て
ん か ん 近 畿 地 区 レジ ス トリー の 構 築 お よ び
Lennox-Gastaut症 候群の診療マニュアルの作成に
関する研究
5.島 田三惠子 科学研究費補助金(挑 戦的萌芽研究)
研究代表者 課題番号24660002,妊 娠合併症の リス
ク妊婦へのマタニティヨガの介入による自律神経の 
鎮静効果の検討
6.	 島田三惠子 科学研究費補助金(基 盤研究(C))研 究
分担者 課題番号23593290,育 児休業の取得促進を
目指した父親の子育て支援教育プログラムの開発
7.	 島田三惠子 科学研究費補助金(基 盤研究(B))分 担
研究者 課題番号25293452,妊 娠 ・出産を契機 とし
た働 く女性の健康支援プログラムの構築と検証




9.	 酒井ひろ子,大 橋一友 平成25年 度科学研究費補
助金 基盤C思 春期女子が受ける母親の喫煙 リ
スクと母娘への禁煙 ・防煙支援プログラムの開発
10.	 西村明子,大 橋一友,末 原紀美代,勝 田真由美,藤
田優一,石 原あや 平成25年 度科学研究費補助金
基盤C父 親 ・母親に対する産後うつ病予防統合プ
ログラムの開発
11.	 鈴井江三子,大 橋一友,中 瑚芳一,飯 尾祐加,齋 藤
雅子 平成25年 度科学研究費補助金 基盤C学
童保育における 「学童保育版児童虐待マニュアル」
の開発に関する研究
12.	 渡邊浩子(研 究代表者)妊 娠糖尿病の妊娠から産
後1年 までの継続支援プログラムの構築 平成24
年～26年 度 文部科学省研究費(基 盤研究B)
13.	 渡邊浩子(研 究代表者)イ ンファン トマッサージ
の触覚刺激が母児の快情動に及ぼすメカニズムの
検証 平成25年 ～26年 度 文部科学省研究費(挑
戦的萌芽研究)
14.	 渡邊浩子(研 究分担者)妊 娠糖尿病妊婦に運動療
法は効果的か?平 成25年 ～26年 度 文部科学省
研究費(挑 戦的萌芽研究)




16.	 木内佳織(研 究代表者)携 帯電話双方向通信を用
いた産後女性への骨盤底筋訓練支援による尿失禁
の改善と予防 平成25年 度 文部科学省科学研究
費(若 手研究B)
17.	東田有加(研 究代表者)携 帯電話の リマインダー
メールを利用 した妊婦の未受診防止システムの開
発 平成25年 ～27年 度 文部科学省科学研究費(若
手研究B)
3.受	託研究費 な し




4.奨	学寄付金 5.永 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討委
1.永	 井利三郎(研 究代表者)予 防接種ハイリスク者 員会委員長
の接種状況とその安全な接種方法の研究 平成23 6.渡 邊浩子 公益社団法人全国助産師教育協議会
～25年 度財団法人予防接種 リサーチセンター調査 資格 ・専門能力委員会委員長
研究費補助金	 6.委 員
2.大	 橋一友2013年 度ロー ト女性健康科学研究助成 1.永 井利三郎 厚生労働省疾病障害認定審査部会委
(川内恵美子) 員
3.大	 橋一友2013年 度明治安田こころの健康財団の 2.永 井利三郎 日本小児神経学会 長期計画委員会
研究助成(齋 藤雅子) 委員
5.大	学改革推進等補助金 なし 3.永 井利三郎 日本てんかん学会 薬事委員会委員
4.島 田三惠子 日本看護科学学会専任査読委員
】皿 学会 ・職能 団体等の役員活動 5.島 田三惠子 日本助産学会査読委員
1.会	長 ・理事長 6.島 田三惠子 日本助産学会広報委員
1.永 井利三郎 大阪小児科学会副会長	 7.島 田三恵子 大阪母性衛生学会学術研修委員
2.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長 8.渡 邊浩子 一般社団法人日本助産学会広報委員
3.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長 9.渡 邊浩子JournalofNutritionalTherapeutics,
4.永 井利三郎 阪神小児神経筋研究会会長	 Editorial$oardlvlember(編 集委員)
5.永 井利三郎 関西病弱教育セ ミナー会長 10.渡 邊浩子InternationalJournalofFoodScience,
6.大 橋一友 日本不妊力ウンセ リング学会 理事長 NutritionandDietetics,EditorialBoardMember(編 集
2.理	事 ・幹事 委員)
1.藤	 原千惠子 日本小児がん看護学会監事 11.新 家一輝 小児在宅ケア研究会 運営委員
2.永 井利三郎 日本てんかん学会理事	 12.新 家一輝 認定NPO法 人難病のこども支援全国ネ ッ
3.永 井利三郎 日本小児神経学会理事	 トワーク がんばれ共和国 津名がろうキャンプ
4.島 田三惠子 日本助産学会理事	 IN関 西 実行委員
5.島 田三惠子 大阪母性衛生学会理事	 7.そ の他
6.大 橋一友 大阪母性衛生学会 常任理事 1.藤 原手惠子 日本小児看護学会 専門査読者
7.大 橋一友 日本母性衛生学会 理事	 2.藤 原千惠子 日本看護研究学会 専門査読者
8.渡	 邊浩子 滋賀母性衛生学会 理事(2014年3月 3.藤 原千惠子 日本家族看護学会 専門査読者
31日 まで) 4.藤 原千惠子 日本看護教育学学会 専門査読者
3.評	議員 5.藤 原千惠子 日本小児がん看護学会 専門査読者
1.藤 原干惠子 日本看護科学学会	 6.永 井利三郎 箕面支援学校医師講師
2.藤 原千惠子 日本小児看護学会	 7.永 井利三郎 豊中市障害児保育担当医
3.藤 原千惠子 日本看護研究学会	 8.大 橋一友 放送大学 客員教授
4.藤 原千惠子 日本家族看護学会	 9,渡 邊浩子 独立行政法人日本学術振興会 科学研
5.藤 原千惠子 日本看護教育学学会	 究費委員会専門委員
6.永 井利三郎 日本小児科学会(代 議員)	 10.新 家一輝 日本小児看護学会 専任査読者
7.永 井利三郎 日本小児保健協会	 11.新 家一輝 日本看護医療学会 査読委員
































































































































































































































































23.安	 藤 健,廣 瀬 俊 典,藤 岡 総 一 朗,水 野 修,山 田
憲 嗣,大 野 ゆ う子,本 田 幸 夫 ヘ ッ ドケ ア ロ ボ ッ ト
使 用 が 頭 皮 血 流 に 与 え る 短 期 的 影 響 生 体 医 工 学
51巻2号157-161頁2013年
24.根 来 佐 由 美,葉 山 有 香,井 上 智 子 地 域 女 性 高 齢 者
の 皮 膚 の 乾 燥 状 況 と 乾 燥 に 関 連 す る 生 活 習 慣 の 実
態 日 本 健 康 医 学 会 雑 誌21巻4号237-243頁2013
年1月
25.増 井 幸 恵,中 川 威,権 藤 恭 之,小 川 ま ど か,
石 岡 良 子,立 平 起 子,池 邉 一 典,神 出 計,新 井
康 通,高 橋 龍 太 郎 日 本 版 老 年 的 超 越 質 問 紙 改 訂
版 の 妥 当 性 お よ び 信 頼 性 の 検 討.老 年 社 会 科 学
35巻1号49-59頁2013年
26.中 川 威,権 藤 恭 之,増 井 幸 恵,田 渕 恵,神 出
計 、 池 邉 一 典,新 井 康 通,高 橋 龍 太 郎 日 本 語 版
Valuationof凵fe(VOL)尺 度 の 作 成 心 理 学 研 究 
84=37-46,2013.




















AssociationforDentalResearch,シア トル,ア メ リ 力






































8.今 泉 洋 子,早 川 和 生 単 胎 児 ふ た こ,三 つ 子 死 産
率 の 分 析,1999-2008年 日 本 双 生 児 研 究 学 会 第
27回 学 術 講 演 会 抄 録 集2013年1月7頁
太文字=教 員2重 線=博 ±学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
一95一
大阪大学看護学雑誌Vbl.20No.1(2014)
9.藤 原瑞穂,小 西かおる 専門職からみた妊娠を継続
する女子高校生とその家族が抱 く思い.思 春期学31 
(1):60,2013
10.平	野かよ子,島 田美喜,藤 井広美,中 板育美,小 西
か おる,荒 木田美香子,大 神あゆみ,春 山早苗,
山口佳子,石 川貴美子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木
隆人 保健活動の質に関する評価指標の作成(第1
報)一 母子保健活動一 日本公衆衛生雑誌60(10): 
572,2013

11.藤	井広美,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,山 ロ
佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,平 野かよ子
保健活動の質に関する評価指標の作成(第2報)一
健康づ くり活動一 日本公衆衛生雑誌60(10):572, 
2013

12.石	川貴美 子,荒 木田美香子,大 神あゆみ,小 西
かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井広美,
山口佳子,上 木隆人,尾 崎米厚,神 馬征峰 平野
かよ子 保健活動の質に関する評価指標の作成(第
3報)一 高齢者保健福祉活動一 日本公衆衛生雑誌 
60(10):572,2013
13.山	口佳子,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井





14.小	西か おる,荒 木田美香子,石 川貴 美子,大 神
あゆみ,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井広美,
山口佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,平 野
かよ子 保健活動の質に関する評価指標の作成(第
5報)一 難病保健活動 一 日本公衆衛生雑誌60 
(10):573,2013

15.春	山早苗,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井




16.伊	藤美樹子,樺 山 舞,三 上 洋 要介護者のデイ
サービス利用にみ られる家族介護者の思い ・介護観
日本老年医学会雑誌50,supplement:93,2013
17.木	村美也子,伊 藤美樹子,大 村佳代子,山 崎喜比古
知的障害児に続く妊娠・出産の意思決定過程における
困難と対処 納得する変化を得るための母親たちの挑
み 保健医療社会学論集24巻 特別号:72,2013 
18.	 伊部亜希,阿 曽洋子,宮 嶋正子,石 澤美保子,羽 賀




19.	 田中寿江,谷 守,加 藤健一,澤 田昌良,安 井洋子,
白波瀬景子,吉 川泰司,吉 岡大輔,齊 藤哲也,佃















22.	 宮嶋正子,鈴 木幸子,辻 あさみ,伊 部亜希 電気イ
ンピーダンス計測からみた消褪 しない発赤 ・1度 褥
瘡判 定の妥 当性の検討 日本看護研究学会雑誌
2013年8月36巻3号148頁
23.	 宮嶋正子,芝 晶子,伊 部亜希,山 田桂子,久 保
乃英 消褪 しない発赤 ・d1褥 瘡部位の電気インピ
ーダンス計測 第21回 看護人間工学部会研究発表
会プログラム ・抄録集2013年10月16頁
24.	 白井文恵 尾ノ井美由紀 外来看護師の在宅支援
への意識と連携の実態調査(第 一報)日 本公衆衛生
雑誌60(10):441,2013
25.	 樺山 舞,伊 藤美樹子,三 上 洋 在宅要介護高齢
者のQOLと2年 後の介護者の介護負担感の関連 日
本老年医学会雑誌50,supplement二94,2013
26.	 樺山 舞,神 出 計,中 越富香,大 山貴子,高 尾
輝美,龍 野洋慶,渡 邉智絵,三 上 洋 都市部にお
ける介護二次予防事業対象者の特徴の検討 第24
回日本老年医学会近畿地方会抄録集:19,2013
27.	 樺山 舞,神 出 計,中 越富美香,大 山貴子,高 尾
輝美,龍 野洋慶,渡 邉智絵,三 上 洋 在宅高齢者
の介護予防事業二次予防事業該当者における特徴
日本公衆衛生雑誌60(10):191,2013
za.	久留島悠子,池 邊一典,松 原謙一,榎 木香織,尾 形
宗士朗,加 藤憲司,早 川和生,前 田芳信 高齢双生









30.	 田中晴佳,尾 形宗士朗,早 川和生 気分や感情にお
ける遺伝 ・環境構造 第72回 日本公衆衛生学会総
会抄録集2013年10月196頁




32.	 奥山絢子,山 ロ悦子,早 川和生 個人属性による医
療チーム内での他チーム員の不安全行動目撃頻度、
問題指摘行動とインシデン ト報告の違い 第8回 医
療の質 ・安全学会学術集会抄録集2013年11月





34.	 龍野洋慶,神 出 計,権 藤恭之,小 黒亮輔,中 間
千香子,樺 山 舞,竹 屋 泰,山 本浩一,杉 本 研,
池邉一典,新 井康通,増 井幸恵,高 橋龍太郎,樂 木
宏実 高齢者における高血圧 と認知機能障害との
関連性一SONIC研 究一 第36回 日本高血圧学会総抄
.録集:395,2013




36.	 平田記子,石 井豊恵,中 川理恵,中 西義孝,冨 田





37.	 平 田記子,石 井豊恵,冨 田耕平,平 野方子,横 内




38.	平野方子,石 井豊恵,平 田記子,冨 田耕平,中 西
義孝,越 野八重美,松 本保朗,永 村和真,圓 井健敏
熟達者のアンプルカッ ト動作比較 生体医工学 シ 
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014) 
ンポジウム2013予 稿集CD-ROM2013年9月
39.	 中西義孝,松 本保朗,馬 場剛之,山 川 誠 平田
記子,平 野方子,冨 田耕平,石 井豊恵 開胸術後離
床支援ツールの開発 日本機械学会九州支部鹿児
島講演 会講演 論文 集No.138-32013年9月
243-244頁
40.	 片岡 葵,樺 山 舞,渡 邉智絵 伊藤美樹子,三 上
洋,神 出 計 ボランティア活動参加者のソーシャ
ルキャピタルと主観的健康感の関連 日本公衆衛生
雑誌60(10):456,2013
41.	渡邉智絵,樺 山 舞,片 岡 葵,伊 藤美樹子,三 上




1.	 岩佐真也,大 野ゆう子 テキス トマイニング手法を
用 いた参与観察データの多角的視点分析 千里金
蘭大学紀要 第10号39-46頁2013年12月
2.	 神出 計 難治性疾患克服研究事業 厚生労慟科
学研究補助金 ゲノム解析による原発性アル ドス
テロン症の原因診断学の再構築(主 任研究者 岡村
均)平 成24年 度研究年度終了報告書.27-29; 
2013.






4.	 小西かおる 難病対策の評価指標の開発.厚 生労働
科学研究補助金 政策科学総合研究事業(政 策科学
推進研究事業)保 健活動の質の評価指標開発(主 任
研究者 平野かよ子)平 成22年 度～平成24年 度総
合研究報告書。80-90.2013
4.大 学 ・研究所等の報告 
1 榊原一恵,伊 藤美樹子,三 上 洋 介護保険サー ビ
スの給付限度額に対するサー ビス利用の実態とサ
ー ビス利用に影響を与える要因.甲 南女子大学研
究紀要看護 リハ ビリテーシ ョン編8:inprint,
2013セ
5.解	 説 ・総説 
1	 山田憲嗣,武 田真季,大 野ゆう子 看工融合領域に
おけるロボッ トによる心地良さへの試み 月刊機
能材料2013年2月 号43-47頁
2.	 神出 計,河 野雄平,楽 木宏実 高血圧の個別治
療 臨床薬理44:427-428,2013.
3.	 神出 計 高血圧のテーラーメイ ド診療を目指 し





4.	 神 出 計,楽 木宏実 降圧治療のエ ビデ ンス 日本
医師会雑 誌142:S206-S209,2013.
5.	 神 出 計,楽 木宏実 高齢者 における高血 圧の薬物
療法GeriatricMedicine51:277-281,2013.
6.	 神 出 計,楽 木 宏 実ARBの 血 管 肥 厚 抑制 作 用 
AngiotensinResearch10:12-15,2013.
7.	 早川 和生 演習 を通 して 自己学 習 能力 を伸 ばすの
に有益 な良書 「看 護援助の基礎 のキ ソ」 看護 教育,
54(6),503頁2013
6.そ	の 他




2.石 井 豊恵 イ ノベー シ ョンジャパ ン2013大 学 見
本市&ビ ジネスマ ッチングJST,NEDO2013年08
月
3.石	 井豊恵 医療機器 開発 ・製造展MEDIX2013年
06月




1.楠	 田 聡,板 橋稼頭央,上 野昌江,早 川和生 小 さ
く生まれた赤ちゃん 母子保健事業団2013




1.神	 出 計 高齢者にやさしい住まい.予 防とつき
あい方シリーズ ー老年病 ・認知症一長寿の秘訣(改
訂版)一 荻原俊男監修 メジカル レビュー社308, 
2013.

2.神	 出 計,天 野利男 浮腫 コモンディジーズブッ
ク 日本内科学会専門医部会 編41-44,2013.
3.小 西かおる/宮 川哲夫 編集 第5章 人工呼吸 ・




1.大	 野ゆ う子 生活と健康 文部科学省著作教科書
高等学校用2013年83-347頁
2.小	 西かおる 難病対策一保健所を中心としたALS患
者への支援一.伊 井久美子,荒 木田美香子,松 本珠
護協会出版会
3.伊	 藤美樹子 第3章 健康分野での文献検索とクリ
ティーク ヘルス リサーチの方法論 井上洋士(編
著)2013年46-66頁 一般財団法人 放送大学教
育振興会
4.伊	 藤美樹子 第4章 健康や病い ・障害研究のデザ






1.大 野ゆう子 ランチ ョンセ ミナー 成功する看護
現場への機器導入 第44回 日本看護学会2013年
4月,鹿 児島
2.大	 野ゆ う子 シンポジウム 単身者急増社会にお
ける看護 ・看護教育～ロボットが変えるもの～ 第
55回 近畿看護学会2013年10月,大 阪
3.神	 出 計 ディベー トセ ッション 高齢者高血圧
に対する第一選択薬 一Ca拮 抗薬の立場から 第
55回 日本老年医学会学術集会 平成25年6月5日
大阪





5.	 神出 計 高血圧 ・循環器疾患遺伝素因と老化 ・長
寿の リンク 第36回 日本高血圧学会総会 平成25
年10月 大阪
6.	 JCEBP(牧 本清子,伊 藤美樹子,樋 上容子,渡 邉
浩子,山 川みやえ)第3回 シンポジウム 「臨床でベ
ス トプラクティスをどのように取り入れるか」2013
年12月 、大阪大学中之島センター
7.	 大村佳代子,伊 藤美樹子,蘭 由岐子,南 山浩二,
井口高志,中 塚朋子,若 生治友 「生きなおす」語
りの分析一「健康/病 気」を凌駕するわたしたちの
生き方 ラウン ドテーブル ・ディスカッシ ョン 第
39回 日本保健医療社会学会大会(朝 霞市)保 健医
療社会学論集24巻 特別号Page372013年5月
1V学 会 一 般 演 題
1.国	 際 学 会 
実,堀 井とよみ,村 嶋幸代,平 野かよ子編新版 保 1.OhnoYDesignforinnovativehealthcare.Academic 
健師業務要覧 第3版.2013年344-351頁日本看 meetingontheinternationalresearchinhealthcarefield




















































































































































































MatsumotoY,YamakawaM,BabaTMeasurementof GEANE研 究サブスタディー 第36回 日本高血圧学会
forceexertedbyapostoperativecardiovascularsurgery 総会 平成25年10月 大阪
patientpushingatrolley.The35thAnnualInternational 5. 今泉洋子,早 川和生 単胎児 ふたこ、三つ子の死
ConferenceoftheIEEEEngineeringinMedicineand 産率の分析,1999-2008年,第27回 日本双生児研
BiologySociety(EMBC'13),2013,Jul,Osaka, 究学会学術講演会,2013年1月,東 京
Japan 6. 藤原瑞穂,小 西かおる 専門職からみた妊娠を継続
21.HirataN,IshiiA,TomitaK,HiranoM,YokouchiM,	 する女子高校生とその家族が抱 く思い 第32回 日
OhnoY,ShimizuS,HigashimuraA,UchidaN 本思春期学会総会2013年8月 和歌山
Understandingthecharacteristicsofcollaborativework 7. 平野かよ子,島 田美喜,藤 井広美,中 板育美,小 西
innursingactivities:Atimeandmotionstudy.Thelst かおる,荒 木田美香子,大 神あゆみ,春 山早苗,
InternationalConferenceonServiceology(ICServ2013), 山口佳子,石 川貴美子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木
2013,0ct,Tokyo,Japan 隆人 保健活動の質に関する評価指標の作成(第1
22.TomitaK,IshiiA,HiranoM,HirataN,NakanishiY,	 報)一 母子保健活動一 第72回 日本公衆衛生学会
MatsumotoY,TsujinakaD,OkamotoKTheeffectof 総会2013年10月 三重
thebandagewithgraduationstokeepthetension.The 8. 藤井広美,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
35thAnnualInternationalConferenceoftheIEEE 小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,山 ロ
EngineeringinMedicineandBiologySociety 佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰 上木隆人,平 野かよ子
(EMBC'13),2013,Jul,Osaka,Japan 保健活動の質に関する評価指標の作成(第2報)一
23.KataokaA,TairaK,ItataniT,ItoM,KamegayaT	 健康づくり活動一 第72回 日本公衆衛生学会総会
StatusandProblemsinHome-visitBathingService 2013年10月 三重
offerdunderNursing-careInsuranceThe16thEast 9. 石川貴美子,荒 木 田美香子,大 神 あゆみ,小 西
AsianForumofNursingAcholars(EAFONS); かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井広美,
Bangkok,Thailand2013年2月 山口佳子,上 木隆人,尾 崎米厚,神 馬征峰,平 野
24.TairaK,ItoM,MikamiHFamilycaregiversreturning	 かよ子 保健活動の質に関する評価指標の作成(第
theSelf-ReportedDepressionScalewithandwithout 3報)一 高齢者保健福祉活動一 第72回 日本公衆衛
missingvaluesThe16thEastAsianForumofNursing生学会総会2013年10月 三重
Acholars(EAFONS);Bangkok,Thailand2013年2月10. 山ロ佳子,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
2.国	 内 学 会 小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井
1.西 村 隆 宏,山 田 憲 司,大 野 ゆ う 子One-potで の 多 広美,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,平 野かよ子
数 生 体 分 子 の 同 時 検 出 に 向 け た 蛍 光 カ ラ ー 符 号 化 保健活動の質に関する評価指標の作成(第4報)一
の 検 討 第1回 看 護 理 工 学 会 学 術 集 会2013年10 精神保健福祉活動一 第72回 日本公衆衛生学会総
月,東 京 会2013年10月 三重
2.山	 下 和 彦,安 在 絵 美,中 嶋 香 奈 子,山 田 憲 嗣,大 野 11. 小西かお る,荒 木 田美香子,石 川貴美子,大 神
ゆ う 子,太 田 裕 治 子 ど も の 成 長 過 程 に お け る 足 あゆみ,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井広美,
部 ・足 爪 の 変 形 と 身 体 機 能 計 測 第1回 看 護 理 工 学 山 ロ佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,平 野
会 学 術 集 会2013年10月,東 京 かよ子'保 健活動の質に関する評価指標の作成(第
3.	 神出 計,小 黒亮輔,中 間千香子,立 平由紀子, 5報)一 難病保健活動一 第72回 日本公衆衛生学会
中川 威,山 本浩一,杉 本 研,池 邉一典,権 藤 総会2013年10月 三重
恭之,楽 木宏実.百 寿者の動脈硬化 と血圧値の検討 12. 春山早苗,荒 木田美香子,石 川貴美子,大 神あゆみ,
一70歳、80歳 との比較検討SONIC研 究一 第24 小西かおる,島 田美喜,中 板育美,春 山早苗,藤 井
回日本老年医学会近畿地方会2013年11月 京都 広美,山 ロ佳子,尾 崎米厚,神 馬征峰,上 木隆人,
市 平野かよ子 保健活動の質に関する評価指標の作
4.	大 田祐子,神 出 計,花 田裕典,岩 嶋 義雄,林 成(第6報)一 感染症保健活動一 第72回 公衆衛
真一郎,吉 原史樹,中 村敏子,宮 田敏行,河 野雄平 生学会総会2013年10月 三重
本態性高血圧患者におけるサイアザイ ド系利尿薬の 13.伊藤美樹子,樺 山 舞 三上 洋 要介護者のデイ







14.木	村美也子,伊 藤美樹子,大 村佳代子,山 崎喜比古
知的障害児に続 く妊娠 ・出産の意思決定過程におけ
る困難と対処 納得する変化を得るための母親た
ちの挑み 第39回 日本保健 医療社 会学会 大会
2013年5月 朝霞市
15.伊 部亜希,阿 曽洋子,宮 嶋正子,石 澤美保子,羽 賀
知行,竹 田和博 看護師による1度 褥瘡の判断方法
と褥瘡発生予測アセスメン トとの関係 第10回 日
本褥瘡学会近畿地方会学術集会2013年3月,大 阪
16.田	中寿江,谷 守,加 藤健一,澤 田昌良,安 井洋子,
白波瀬景子,吉 川泰司,吉 岡大輔,齊 藤哲也,佃
順子,能 芝範子,三 小田泰子,上 田陽子,阿 曽洋子,
伊部亜希 経皮的心肺補助装置装着患者の下腿外
側部に発生 した褥瘡の発生要因の検討 第10回 日
本褥瘡学会近畿地方会学術集会2013年3月,大 阪





18.田	丸朋子,阿 曽洋子,伊 部亜希,本 多容子 療養病
棟での患者上方移動時における看護師の腰部負担
および援助環境 の評価 一TAMAツ ールを用 いて一
第39回 日本看護研究学会学術集会2013年8月,
秋田
19.宮	嶋正子,鈴 木幸子,辻 あさみ,伊 部亜希 電気イ
ンピーダンス計測か らみた消褪 しない発赤 ・1度 褥
瘡判定の妥当性の検討 第39回 日本看護研究学会
学術集会2013年8月,秋 田
20.宮 嶋正子,芝 晶子,伊 部亜希,山 田桂子,久 保
乃英 消褪 しない発赤 ・d1褥 瘡部位の電気インピ
ーダンス計測 第21回 看護人間工学部会研究発表
会2013年10月,彦 根
21.白 井文恵,尾 ノ井美由紀 外来看護師の在宅支援へ
の意識と連携の実態調査(第 一報)第72回 日本
公衆衛生学会総会2013年10月 三重
22.樺	山 舞,伊 藤美樹子,三 上 洋 在宅要介護高齢
者のQOLと2年 後の介護者の介護負担感の関連 第
55回 日本老年医学会学術集会2013年6月 大阪市
23.樺 山 舞,神 出 計,中 越富香,大 山貴子,高 尾




24.	 樺山 舞,神 出 計,中 越富香,大 山貴子,高 尾輝
美,龍 野洋慶,渡 邉智絵,三 上 洋 在宅高齢者の
介護予防事業二次予防事業該当者 における特徴
第72回 日本公衆衛生学会総会2013年10月 三重
25.	 歌田真依,大 野ゆ う子,祖 父江友孝,堅 山遥菜,
西野善一,田 中英夫,中 山富雄,片 野田耕太,富 永
祐民,三 府県コホー ト研究グループ 胃がん家族歴
と胃がん死亡 リスクの関連 第23回 日本疫学会学
術総会2013年1月,大 阪
26.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,早 田みどり 多
重がんの発生頻度 と発生間隔 地域がん登録全国
協議会第22回 学術集会2013年6月,秋 田
27.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,岩 永正子,上 平
憲,早 田みどりATL患 者の多重がんの発生頻度と
発生間隔 第6回HτLV-1研 究会 ・シンポジウム
2013年8月,東 京
28.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 芽久美,早 田みどり 喫
煙関連がんの多重がん発生頻度 と発生間隔2013
年度統計関連学会連合大会2013年9月,大 阪




30.	 薄 雄斗,大 野ゆう子,岩 瀬愛子,古 田 誠 小野
浩,国 松志保,新 家 眞 ドライブ中の視点解析
大分統計談話会第48回 大会2013年10月,大 分
37.	 辰巳友佳子,森 本明子,出 浦喜丈,水 野正一,大 野
ゆう子,渡 辺 昌 肥満度別のインスリン分泌不全
及び抵抗性の2型 糖尿病発症への影響:佐 久研究
第23回 日本疫学会学術総会2013年1月,大 阪
32.	 辰巳友佳子,森 本明子,出 浦喜丈,水 野正一,大 野
ゆう子,渡 辺 昌 インスリン分泌不全と体重増加
の糖尿病発症への影響 第49回 日本循環器病予
防学会2013年6月,金 沢




34.	 森本明子,辰 巳友佳子,出 浦喜丈,水 野正一,大 野
ゆう子,渡 辺 昌 インスリン分泌不全と抵抗性の
2型 糖尿病発症への影響:佐 久研究 第23回 日本疫
学会学術総会2013年1月,大 阪
35.	久留島悠子,池 邊一典,松 原謙一,榎 木香織,尾 形
宗士朗,加 藤憲司,早 川和生,前 田芳信 高齢双生
児における口腔領域の類似度 日本双生児研究学









37.田	中晴佳,尾 形宗士朗,早 川和生 気分や感情にお
ける遺伝 ・環境構造 第72回 日本公衆衛生学会総
会,2013年10月,津 市








40.石	垣尚一,高 岡亮太,尾 形宗士朗,早 川和生,矢 板
博文 双生児研究における睡眠時ブラキシズムの
発現 に関与す る遺 伝要 因および環境要 因の解析
日本双生児研究学会第27回 学術講演会2013年1
月 東京
41.祖	父江友孝,歌 田真依,大 野ゆう子,圓 藤吟史 肝
内および肝外胆管がんの死亡 ・罹患率の年次推移
第83回 日本衛生学会学術集会2013年3月,金 沢
42.片 山和子,大 野ゆう子,歌 田真依,堀 芽久美,清 水
佐知子,西 本 寛 院内がん登録全国集計を用いた
がん患者受療動態の可視化に関する研究 第23回
日本疫学会学術総会2013年1月,大 阪
43.堅	山遥菜,大 野ゆう子,祖 父江友孝,歌 田真依,
西野善一,田 中英夫,中 山富雄,片 野田耕太,富 永
祐民,三 府県コホー ト研究グループ10年 コホー ト
調査に基づく職業と部位別がん死亡の関係 第23
回日本瘴学会学術総会2013年1月,大 阪
44.玉 木朋子,大 野ゆう子 看護領域におけるメタアナ
リシス 大分統計談話会第48回 大会2013年10月,
大分












48.柴 田亜希子,玉 木朋子,董 乙碕,大 野ゆ う子,
祖父江友孝,西 本 寛 日本の稀少がん罹患の実態
一EUの稀少がんの定義の適用 第72回 日本癌学会学
術総会2013年10月,横 浜
49.龍	野洋慶,神 出 計,権 藤恭之,小 黒亮輔,中 間
千香子,樺 山 舞,竹 屋 泰,山 本浩一,杉 本 研,
池邉一典,新 井康通,増 井幸恵,高 橋龍太郎,樂 木
宏実 高齢者における高血圧 と認知機能障害 との関
連性一SONIC研 究一 第36回 日本高血圧学会総会
2013年10月 大阪市
50.龍	野洋慶,神 出 計,権 藤恭之,小 黒亮輔,中 間
千香子,樺 山 舞,樂 木宏美 高齢者における高血
圧と認知機能障害との関連性一SONIC研 究一 第16
回加齢医学研究会2013年12月 豊中市
51.片	岡 葵,樺 山 舞,渡 邉智絵,伊 藤美樹子,三 上
洋,神 出 計 ボランティア活動参加者のソーシャル
キャピタルと主観的健康感の関連 第72回 日本公衆
衛生学会総会2013年10月 三重
52.渡	邉智絵,樺 山 舞,片 岡 葵,伊 藤美樹子,三 上
洋,神 出 計 地域のボランティア活動団体に関す
る実態調査～ソーシャルキ ャピタルの観点か ら～
第72回 日本公衆衛生学会総会2013年10月 三重




54.平 田記子,石 井豊恵,冨 田耕平,平 野方子,横 内




55.平	田記子,石 井豊恵,中 川理恵,中 西義孝,冨 田





56.平	野方子,石 井豊恵,平 田記子,冨 田耕平,中 西
義孝,越 野八重美,松 本保朗,永 村和真,圓 井健敏
熟達者のアンプルカッ ト動作比較 生体医工学シ
ンポジウム20132013年9月,福 岡
57.中 西義孝,松 本保朗,馬 場剛之,山 川 誠,平 田
記子,平 野方子,冨 田耕平,石 井豊恵 開胸術後離
床支援 ツールの開発 日本機械学会九州支部鹿児






1.	 大野ゆう子 サー ビスエ学研究センター サー ビ
スエ学コンソーシアム第6回 会合における特別講演
2013年2月28日 東京
z.	 神出 計 第6回 北摂四医師会生活習慣病フォーラ
ム 「産業医による高血圧患者管理のポイン ト」
2013年2月 高槻市
3.	 神出 計 鳥取県西部地区学術講演会 「メタボリ
ック ・シンドロームと高血圧」2013年2月 米子
市
4.	 神出 計 総合評価加算に係る研修 「高齢者の画
像診断」2013年2月 大阪市
5.	 神出 計 総合評価加算に係る研修 「高齢者のり
ハ ビリテーション」2013年2月 大阪市





8.	 神出 計 八尾市医師会学術講演会 「ARBを 中心
に据えた最近の降圧療法」2013年5月 八尾市
9.	 神出 計 第1回 老年学シンポジウム 「高齢者生





11.	 神出 計 第4回 九州実地臨床高血圧研究会 「高
血圧 ・生活習慣病 と老化 ・長寿のリンク」2013年
5月 福岡市
12.	 神出 計 第28回 日本老年医学会総会 ランチ ョ
ンセ ミナー 「高齢者における厳格な降圧の考え
方」2013年6月 大阪市
13.	 神出 計 大阪市中央区東医師会学術講演会 「メ
タボリック ・シン ドロームと高血圧」2013年6月
大阪市




16.	 神出 計Kochi高 血圧Meeting「 最近の高血圧
診療におけるカルシウム拮抗薬の役割を再考する」
2013年7月 高知市




18.	 神出 計 第27回CirculationClubr治 療抵抗
性高血圧患者の血圧管理」2013年8月 姫路市
19.	 神 出 計 吹田市みん なの健康展 記念講演会
「高血圧 ・メタボを予防 ・克服 し健康長寿を手に入
れる」2013年9月 吹田市
20.	 神出 計 那賀市医師会学術講演会 「最近の高血
圧診療:初 期治療から配合剤の使い方」2013年9
月 那賀市






23.	 神出 計 七尾市医師会学術講演会 「ARBを 中心
に据えた最近の降圧療法」2013年11月 七尾市
24.	 神出 計 和歌山市医師会学術講演会 「治療抵抗
性高血圧患者の血圧管理」2013年11月 和歌山
市
25.	 早川和生 高齢双生児 レジス トリーを基盤と した
総合的研究の推進;研 究概要 第2回 ツインフェス
ティバル2013年11月 吹田市
26.	 小西かおる 平成24年 度 大阪府保健師現任研修
難病コース② 「アセスメン トツールの活用の意
義」2013年1月 大阪市
27.	 小西かおる 平成24年 度 第2回 兵庫県阪神ブロ
ック保健師研究会保健師活動のあり方 「～保健師と
して大切 に していきたいことを見つめ直す ～」
2013年1月 宝塚市
zs. 小西かおる 平成24年 度 大阪府 ・市町村保健師
総括者研修 「保健師の人材育成」大阪府2013年
1月 大阪市
29.	 小西かおる 平成24年 度 大阪府企画業務研修「地
域診断 がんの現状分析から対策を考える」2013年
2月 大阪市
30.	 小西かおる 平成24年 度 大阪府寝屋川保健所
保健師研修会 「保健師記録について学ぶ」2013年2
月 寝屋川市
31.	 小西かおる 平成25年 度 横浜市在宅神経難病患
者の自助力アップ災害時ネッ トワーク事業 「健康危
機管理の課題」2013年4月 横浜市
32.	小西かおる 平成25年 度 横浜市在宅神経難病患者
の自助力アップ 災害時支援ネットワーク事業 「自
助力と共助力をアップさせるには?」2013年9月





33.小 西か おる 大阪府茨木保健 所 地域職域連携
平成25年 度 第2回 健康づくり担当者会議 「行動
変容」2013年9月 茨木市




35.小 西かおる 平成25年 度大津市難病患者災害対策
従事者研修会 「す ぐに役立つ、災害のそなえ」2013
年11月 大津市
36.小 西かおる 平成25年 度 第2回 藤井寺保健所
圏域地域 ・職域連携推進ワーキング 「地域診断」
2013年11月 藤井寺市




38.石	井 豊恵 臨床看 護 研究 済 生会 兵庫 県病 院
2013年6月 兵庫
39.石 井豊恵 保健学科学生の動向と教育的観点 大
阪大学 医学部附属病院キャリア開発センター研修
2013年9月 大阪
40.伊 藤美樹子 訪問看護ステーション ・医療機関に勤
務する看護師の相互研修 大阪府訪問看護推進協議
会 「病院から在宅への連携について」2013年10月
41.伊 藤美樹子 近畿大学医学部附属病院 院内看護
部研修 看護研究 「プレゼンテーション」2013年
11月
42.伊	藤美樹子 短期研修 「看護研究 プレゼ ンテーシ
ョン」大阪府看護協会,2013年12月




1.大	 野ゆ う子,山 田憲 嗣,Panasonic医 療 ・シルバ
ー 「シルバー市場 に挑む」 洗髪 ロボ、介護負担軽
く	 日経 産業新聞2013年3月
2.早	 川和 生 寿 命 に影 響 する配偶 者の影 響 読 売テ
レビ特 別番組 「藤山直美 ・角淳一のお しど り夫婦が
集 まる家」7月14日2013.
3.早 川和生 「双子集まれ1病 気の原因究明に大阪
大」読売 テ レビ ・ニ ュース11月2013.
4.早 川 和 生 「大 学 に双 子 が 大集 合!そ の ワケ
5.	 早川和生 「老年病を双子で研究」 毎日新聞マチ
ゴ ト8月2013.
6.	 早川和生 「60組の双子、阪大に集合」 朝 日新聞
11月2013.
7.	 早川和生 「遺伝するの?親 子3代 双子も登場:
阪大ふたこフェスに全国から70組 」 産経ウェス
ト11月2013.







10.	 石井豊恵 介護福祉 ・医療関連機器分野でも技術力
を発揮 くまもと経済10月 号医療関連2013年10
月





1.大 野ゆう子 第44回 日本看護学会看護管理学術集
会 「成功す る看護現場への機器導入」へ の道
大阪国際会議場2013年9月20日




1.大	 野ゆう子 平成25年 度認定看護管理者サー ドレ
ベル教育課程10月4日 広島
5.そ	の他 な し
1.大	 野ゆう子 中国 ・上海理工大学 上海医療器械高
等専科学校との学術交流
2.大	 野ゆう子 モンゴル ・モンゴル科学技術大学との
学術交流協定
皿	 受賞
1.西 村 隆宏,小 倉裕 介,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,谷 田
純 生 活 生 命 支 援 医 療 福 祉 工 学 系 連 合 大 会
(LIFE2013)若 手 プ レゼ ンテー シ ョン賞
2.神 出 計 第22回 ファイザー ヘルス リサー チ振 興
財 団助成金(国 内共同研 究)
3.辰 巳友佳 子,森 本 明子,出 浦 喜丈,大 野 ゆ う子,
水野正一,宮 松直美 第3回 日本循環器管理研究協
議会 予防 医学 賞 
は?」 関西 テ レビスーパー アンカー11月2013. 4.KurusimaY,IkebeK,ngataS,KatoK,Hayakawa





JuniorInvestigaterAwardlstPrize,シア トル,ア メ リ















1.大 野ゆう子 「着る安全 ・ホメオスタシス研究」
上海理工大学/上 海医療器械高等専科学校2013
年1月





1.早	 川和生 平成25年 度大阪大学国際共同研究促進
プログラム 「高齡双生児 レジス トリーを用い
た遺伝と環境要因が健康に及ぼす影響の国際比較
～健康長寿社会構築のエビデンス形成」
2.伊	 藤美樹子 平成25年 度総長裁量経費 「大阪大学
萌芽的挑戦研究事業」
2.科	学研究費補助金
1.大	 野 ゆ う子(研 究分担者)[横 内光子(研 究代表
者)]外 来化学療法部門の最適化診断方法の開発
平成23年 度～25年 度 文部科学省科学研究費(基盤
研究C)
2.井	 上智子(研 究代表者)末 梢静脈内留置力テーテ
ルのアセスメン ト能力を向上させる教育 プログラ
ムの開発と評価 平成23年 ～25年 度 文部科学省
科学研究費(基 盤研究C)研 究分担者 阿曽洋子,
伊部亜希,辻 本朋美




る疫学 ・介入研究 主任研究者:今 井潤 期間:平
成25-27年 度
4.神	 出 計(分 担研究者)文 部科学省科学研究費補
助金挑戦的萌芽研究一分担研究者:高 齢期の認知、
感情に与える遺伝 と環境の交互作用の検証 主任
研究者:権 藤恭之 期間:平 成24-25年 度
5.早 川和生(研 究代表者)乳 幼児期における双子言
葉(宇 宙語)現 象の発生予防とファミリーケア
の研究 平成25年 ～27年 度 文部科学省科学研究
費補助金(挑 戦的萌芽研究)
6.小 西かおる(分 担研究者)保 健活動の質の評価指
標開発(主 任研究者:平 野かよ子)平 成r22年 度
～平成24年 度 厚生労慟科学研究費補助金 政策
科学総合研究事業(政 策科学推進研究事業)
7.小	 西かおる(分 担研究者)保 健師による保健活動
の評価指標の憲章に関する研究(主 任研究者:平 野
かよ子)平 成25年 度～平成27年 度 厚生労働科学
研究費補助金 政策科学総合研究事業(政 策科学推
進研究事業)
8.小	 西かおる(研 究協力者)稀 少性難治性疾患患者
に関する医療の向上及び患者の支援の在 り方に関
する研究(研 究代表者:西 澤正豊)平 成25年 度厚
生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究
事業(難 治性疾患克服研究事業)




の皮膚血流評価ツールの開発 平成24年 ～25年 度
文部科学省科学研究費(若 手研究B)
11.辻	本朋美(研 究代表者)看 護学生のための静脈穿
刺技術学習方法の開発 平成25年 ～27年 度 文部
科学省科学研究費(若 手研究B)
12.樺 山 舞(研 究代表者)社 会的活動,ソ ーシャル ・
キャピタル と健康との関連に関する研究 平成25
年～平成27年 度度 文部科学省科学研究費 若手
研究(B)
13.樺	山 舞(研 究協力者)乳 幼児健康診査の実施と
評価ならびに多職種連携による母子保健指導の あ




1.大	 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティク
ス&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年4




月～平成26年3月(Panasonic)	 8.神 出 計 日本内科学会近畿支部
2.大	 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティク 9.早 川和生 日本地域看護学会 評議員
ス&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年10 10.早 川和生 日本看護研究学会 評議員
月～平成28年3月(鴻 池運輸) 11.早 川和生 日本看護科学学会 代議員(社 員)
3.樺	 山 舞(研 究代表者),神 出 計(研 究分担者) 12.伊 藤美樹子 日本保健医療社会学会評議員,2013月

「ソーシャルキャピタルに着 目した地域の健康づ 5月 ～

くり推進のための基礎調査研究」 枚方保健所受託 13.白 井文恵 日本感染看護学会評議員

研究 平成25年8月 ～平成26年3月 4.支 部長 なし

4.奨	学寄付金 5.委 員長 ・副委員長
1.大 野ゆう子 眼疾患の治療記録に関する研究 1.伊 藤美樹子 大阪府看護協会調査研究倫理審査委
2.大 野ゆう子 眼疾患の治療評価に関する研究	 員会副委員長2013年05月 ～
3.大 野ゆ う子 特別研究員奨励費(辰 巳友佳子) 6.委 員
4.神 出 計 日本ベー リンガーインゲルハイム 1.大 野ゆう子 日本行動計量学会欧文雑誌編集委員
5.神 出 計 アステラス製薬株式会社	 2.大 野ゆう子 日本分類学会編集委員会委員
6.神 出 計MSD株 式会社	 3.大 野ゆう子 国立病院機構大阪医療センター倫理
7.神 出 計 武田薬品工業株式会社	 委員会委員
8.神 出 計 第一三共株式会社	 4.大 野ゆう子 財団法人放射線影響研究所疫学部顧
5.大	学改革 推進等補助金 なし 問委嘱
5.大 野ゆう子 アスビオフォーマ㈱ ヒ ト由来試料研
粗 学会 ・職能団体等の役員活動 究倫理審査委員会委員
1.会	長 ・理事 長 6.大 野ゆ う子 日本コンピュータ外科学会将来構想
1.大 野ゆう子 日本生活支援工学会副会長	 委員会委員
2.早 川和生 日本双生児研究学会 会長	 7.大 野ゆ う子 大阪大学医学部附属病院診療情報提
3.早	 川和生 日本衛生学会双生児医学連携研究会 供委員会
代表 8.大 野ゆ う子 名古屋産業科学研究所医療 ・介護 ・福
2.理	事 ・幹事 祉現場まるごと検討会委員
1.大	 野ゆう子 日本生体医工学会関西支部理事 9.大 野ゆう子 ファルマバ レー プロジェク ト第3次 戦
2.大 野ゆう子 早期認知症学会理事	 略計画検討委員会委員
3.大 野ゆう子 日本生活支援工学会理事	 10.大 野ゆう子 第33回 医療情報学連合大会プログラ
4.大 野ゆう子 日本医療情報学会関西支部幹事	 厶委員
5.井 上智子 日本看護研究学会理事	 11.井 上智子 日本看護科学学会学術集会査読委員
6.井	 上智子 エビデンスに基づく統合医療研究会理 12.井 上智子 日本看護研究学会国際活動推進委員
事 13.井 上智子 愛仁会高槻病院倫理委員会委員
7.神	 出 計 公益社団法人 臨床心臓病学教育研究 14.井 上智子 大阪府介護保険審査会委員
会(JECCS)理 事' 15.井 上智子 科学研究費委員会専門委員
8.早 川和生 日本ス ピリチュアルケア学会 理事 16.井 上智子 平成25年 度科研費相談員
9.小 西かおる 日本難病看護学会 理事	 17.井 上智子 ヒト幹細胞臨床研究審査委員会委員
10.小 西かおる 日本在宅ケア学会 理事	 18.井 上智子 未来医療臨床研究審査 ・評価委員会委員
3.評	議員 19.石 井豊恵 公益法人 日本看護協会大阪府北西支部
1.大	 野ゆ う子 日本医療情報学会評議員 代表者会議委員
2.大 野ゆう子 日本看護研究学会評議員	 20.神 出 計 高血圧治療ガイ ドラインJSH2014一 作
3.井 上智子 日本看護科学学会 成委員
4,神 出 計 日本高血圧学会 21.神 出 計 日本内科学会専門医部会近畿支部一運
5.神 出 計 日本老年医学会	 営委員
6.神 出 計 日本内分泌学会	 22.神 出 計 日本内分泌学会臨床重要課題:原 発性ア
7.神 出 計 日本心血管内分泌代謝学会	 ル ドステロン症ガイ ドライ ン実施の実態調査 と普




23.早 川和生 日本地域看護学会誌 査読委員
24.早 川和生 日本看護科学学会誌 査読委員
25.小 西かおる 日本在宅ケア学会 編集委員
26.小 西かおる 日本難病看護学会 査読委員
27.小 西かおる 日本看護科学学会 査読委員
28.小 西かおる 日本地域看護学会 査読委員

















38.伊 藤美樹子 大阪府訪問看護推進協議会 委員
39.辻	本朋美 第44回 日本看護学会看護管理学術集会
抄録選考委員














5.大	 野ゆ う子 特定非営利活動法人SCCRE臨 床研究 ・
教育支援センター医療評価 ・方法論研究会(代 表世
話人)




8.小	 西かおる 大阪府保健師養成ワーキング 委員,
大阪府茨木保健所地域診断ワーキング 委員
9.伊 藤美樹子 茨木市介護保険審査会 委員




1.学	 術 論 文
1.山 本 瀬 奈,荒 尾 晴 惠,間 城 絵 理 奈,田 墨 惠 子,
吉 岡 と も 子,小 林 珠 実 ホ ル モ ン 療 法 を 受 け る 乳








































4.船	 奥 あゆみ,由 墨惠子,荒 尾 晴惠,小 林 珠実,
前川佳敬,福 森優司,楠 寿子,水 木満佐央 がん
相談支援室における患者家族の意思決定支援に関
してのMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術
大会抄録集2013年342頁
5.山	 下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者 シミュレーションスーツを使
用 した学生による演習評価 第33回 日本看護科学


















皿	 招聘講演 ・シンポジウム等 なし 
N学 会 一 般 演 題

























































2.国	 内 学 会 
1.	 船奥あゆみ,田 墨惠子,荒 尾晴恵,小 林珠実,前 川
佳敬,福 森優司,楠 寿子,水 木満佐央 がん相談
支援室における患者家族の意思決定支援に関 して
のMSWの 役割 第18回 日本緩和医療学会学術大会
2013年6月,横 浜市
2.	 山下亮子,師 岡友紀,荒 尾晴惠,小 林珠実,福 録
恵子,瀬 戸奈津子,井 上佳代,清 水安子 周手術期
看護演習で術後患者 シミュ レー ションスーツを使
















3.	 荒尾晴惠,小 林珠実,升 谷英子 がん看護能力スキ










1.小 林珠実Ai(死 亡時画像診断)認 定講習会2013




2.小 林 珠実 宝塚市 立病院 主催研修会ELNEC-Jコ ァ
カ リキ ュ ラム 看護 師 教 育 プ ログ ラム2013年6月
20-21日 宝塚市
3.小 林 珠実ELNEC-J大 阪府看 護協会看 護研修 トピッ
クス 「看 護職 のためのエ ン ド・オ ブ ・ライ フ ・ケ ア
研修 」2013年8月10-11日大阪市







{.荒 尾晴惠(研 究代表者),山 下亮子(研 究分担者),
小林珠実(研 究分担者),田 墨惠子(研 究分担者)
診断期か ら緩和ケアに基づ く放射化学療法中の頭
頸部がん患者の口腔粘膜炎への看護介入 平成25
～27年 度 文部科学省科学研究費(基 盤研究B)
2.松 井利江(研 究代表者),片 岡 純 小林珠実(連
携研究者)壮 年期の進行期婦人科がん患者の配偶
者が体験する支援ニーズに基づ くケアモデルの開
発 平成25～27年 度 文部科学省科学研究費(基
盤研究C)






1.小 林珠実(研 究代表者)エ ンド・オブ ・ライフ ・ケ
アにお ける看護師が体験する悲嘆に関す る研究
平成25年 度～26年 度 日本死の臨床研究会研究助
成金











1.小 林珠実ELNEC-」 大阪 企画コアメンバー委員




1.小	 林珠実 大阪大学医学部附属病院オ ンコロジー
センター がん相談支援室 相談員






1.安	 藤 健 廣瀬俊典,藤 岡総一朗,水 野 修,山 田
憲嗣,大 野ゆう子,本 田幸夫 ヘッ ドケアロボット
使用が頭皮血流に与える短期的影響 生体 医工学
2013年51巻2号157-161頁
2.吉	 田 靖,山 田憲嗣 人口心肺事故の現状と安全対







情報技術」特集号 システム/制 御/情報 医療 ・看
護分野 と工学技術2013年57巻{号9-13頁
2.山	 田憲嗣,武 田真季,大 野ゆう子 看工融合領域に






1.山	 田憲嗣 老年病 新 しい医療への期待 予防と
つきあい方シリーズ[改訂版]老年病 ・認知症～長寿
の秘訣～2013年237頁 株式会社メディカルレビ









1.山	 田憲嗣 シンポジウム 大阪の先端医療につい
てパー ト2「 未来の医療をつくる」 大阪の医療提
供体制改革プランシンポジウム2013年6月,大
阪
N学 会 一 般 演 題
















































































1.西 村隆宏,小 倉裕介,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,谷 田
純 蛍光 カ ラー符号 化 に よる簡易 分子 スク リーニ
ング技術 の検討 生活 生命支 援医療 福祉 工学 系連
合大会2013年9月,山 梨
2.山 下和彦,安 在絵美,中 嶋香奈子,山 田憲嗣,大 野
ゆ う子,太 田裕治 子 どもの 成長過程 にお ける足
部 ・足爪の変形 と身体機 能計測 第1回 看護理工学
会学 術集会2013年10月,東 京
3.西 村 隆宏,山 田憲 司,大 野ゆ う子One-potで の多
数 生体 分子 の同 時検 出に 向 けた 蛍光 カラー 符号 化
の検討 第1回 看護理工学会学術集会2013年10
月,東 京
4.薄 雄斗,大 野ゆ う子,安 藤 健,木 戸倫子,西 村
隆宏,山 田憲嗣 看護系大学 における看護理工学教
育につ いて一実践 三年間の経緯一 第1回 看護理工学
会学術集会2013年10月,東 京
5.林 真利,吉 本 佳世,西 村隆宏,木 戸倫子,山 田
憲嗣,大 野 ゆ う子 胸鎖関節 と耳介 での脈波伝播時
間を用いた非侵襲血圧推定の提案 第1回 看護理工
学会 学術集 会2013年10月,東 京 
6.	 横山萌恵,西 村隆宏,櫻 井芳昭,山 田憲嗣,大 野
ゆ う子 ラマン分光に基づ く涙液中薬物濃度測定
による処方薬服用確認手法の検討 第1回 看護理工
学会学術集会2013年10月,東 京
7.	 安藤 健,廣 瀬俊典,藤 岡総一郎,水 野 修,武 田
真季,丸 山知美,山 田憲嗣,大 野ゆう子,本 田幸夫
生理学評価 と官能評価を取 り入れたヘッ ドケア ロ
ボッ トの開発 第23回 バイオメ力ニズムシンポジ
ウム2013年7月,京 都
8.	 安藤 健 廣瀬俊典,藤 岡総一郎,水 野 修,武 田
真季,丸 山知美,山 田憲嗣,大 野ゆ う子,本 田幸夫
5節 リンク機構により洗浄性を向上させたヘ ッドケ
ア ロボ ッ トの開発 第31回 日本 ロボ ッ ト学会
2013年9月,東 京
V	 講演会
1 山田憲嗣 信州オプ ト講演会2013「 看護理工学に
みる産業創出の可能性亅～光技術の活用と共に～基
調講演2013年2月,長 野
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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について 〔パー ト2〕2013年6月,大 阪
VI報 道
1.大	 野ゆ う子,山 田憲嗣Panasonic医 療 ・シル バ





1.山 田憲嗣 第2回 介護現場課題解決研究会 看護工
学分野 における最新の医工連携研究動 向の紹介
新産業創造推進室大阪2013年3月5日
2.山	 田憲嗣 平成25年 度第6回 科学交流合宿研修会一
サイエンス ・コラボレーションin武 庫川一 看護 と
工学の融合に挑戦する～簡単な生体計測機器を作
ってみよう～ 大阪大学2013年7月22日
3.山 田憲嗣 平成25年 度社会教育プログラム(地 域
活性化システム論)看 工融合による地域活性 大
阪大学中之島センター2013年8月22日



























1.山 田憲嗣(研 究代表者)フ ォ トニクスDNAナ ノ
マシーンによる低侵襲 ドラッグサージェリーシス
テム 平成24年 ～26年 度 文部科学省科学研究費
(基盤研究C)




3.山 田憲嗣(研 究分担者)[中 島和江(研 究代表者)」
シ リアスゲームを取 り入れた卒前医療安全教育の
教材開発 平成24年 度～25年 度 文部科学省科学
研究費(基盤研究B)
3.受	託研究費
1.大 野ゆう子(研 究責任者),山 田憲嗣 ロボティクス
&デ ザイン看工融合共同研究講座 平成25年4月
～平成26年3月(Panasonic)















1.山 田憲嗣 日本生体医工学会,看 護理工学会
4.支	部長 な し
5.委	員長 ・副委員長 なし





1.山 田憲嗣 日本生体医工学会ME技 術実力検定試験
実行委員,BMEonDementia研 究会委員,第35回 第
2種ME技 術実力検定試験問題作成委員,医 用 ・生体







1.山	 田憲嗣 愛媛大学非常勤講師,臨 床医工学融合研
究教育セ ンター兼任教員,臨 床医工情報学コンソー








1.田	 中寿江,石 澤美保子,奥 村歳子,佐 竹陽子,新 田
紀枝,前 田由紀 瘤 野遊 子,藤 原千惠子 ス トーマ
を造設 した患者 が体験 す る困難,日 本創傷 ・オス ト
ミー	 ・失禁 管理学会 誌,17(2),136,2013
2.鍋	 谷佳子,吉 岡 範,吉 田寿雄,朝 野和典 病 棟廊
下天井 に発生 したカ ビに対す る対応につ いて,日 本
環境感染学会誌,28Suppl.315,2013
3.吉	 岡 範,出 口松 夫,鍵 田正智,中 野 卓,田 原
和子,塚 本寛子,吉 田寿 雄 関 雅文,鍋 谷佳 子,
浅利誠志,朝 野和典HBVワ クチン接種 における抗
体保持期間 と追加接種 について,日 本環境感染学会
誌,28Suppl.260,2013
4.出	 ロ松 夫,鍵 田正 智,吉 岡 範,中 野 卓,田 原
和子,塚 本 寛子,鍋 谷佳子,朝 野和典,浅 利誠志 当
院職 員にお けるHBs抗 体お よびHBc抗 体の保有状況,
日本環境 感染学会誌28Suppl.260,2013
5.萩 原邦子 移植 コー デ ィネー ターの教育 と展 望 日
本 に おけ る レシ ピエ ン ト移 植 コー デ ィネー ター の
教育 と展望,移 植48,262,2013 
6.	 是澤順子,宮 田まどか,佃 順子 長期補助人工心
臓装着中にStatus3と なった患者の精神的援助に関
する考察,移 植,48,349,2013




8.	 高木啓至,前 田絵美,高 島千敬,坂 井孝司 当院に
おけるがん リハ ビリテーシ ョンの現状と今後の課
題,日 本緩和医療学会学術大会プログラム抄録集, 
18,407,2013
9.	 加藤祐佳,中 村美香,久 保田香,平 将生,井 手




10.	 城戸靖章,廣 瀬智也,石 見 拓,松 本寿健,小 倉




11.	 松本寿健,廣 瀬智也,石 見 拓,小 倉裕司,城 戸




12.	 久保 田香,萩 原邦子,近 藤智勇,川 畑典彦,戸 田





13.	 久保田香,萩 原邦子,福 嶌教偉,上 野高義,戸 田
宏一,西 宏之,吉 川泰司,福 島五月,吉 岡大輔,
齊藤哲也,石 田 勝 南 正人,井 上匡美,奥 村
明之進,澤 芳樹 心肺同時移植におけるレシピエ
ントコーディネーターの役割,移 植48,351,2013
14.	 田村昇子,師 岡友紀,梅 下浩司 脳死臓器提供に関
する家族内の意思共有の程度および関連要因につ
いて,移 植,48,412,2013
15.	土田真子,中 村美香,久 保田香,平 将生,上 野





1.萩 原邦子,瀬 戸奈津子,清 水安子,石 垣靖子 レシ
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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ピエン トとは別世帯 を営 むき ょうだ いの、肝臓 提供
への意思決定支援 プロセ ス とそれに影響す る要因,
日本看護科学学会誌,33(3),66-73,2013
2.能	 芝範子,佃ll頂 子,後 藤幸子,藤 野裕士ICUで
の心臓 手術後 心停 止 に対 す る蘇 生方 法の後 方視 的
検討,日 本 集中治療 医学会雑誌,20(4),647-648, 
2013

3.冠	 木雅 子,東 原大 樹,角 田真 美,藤 田洋子,増 田
純一,金 京子,上 ロ貴 志,大 須賀慶悟 富山憲幸
肝細 胞癌 に対す る経 カテ ーテ ル的肝 動脈 化学塞 栓
術 にお ける制 吐剤 の術 前 投与 と急性 嘔吐 の発現 頻
度に関する後方視 的調査,癌 と化学療法,40(2), 
197-201,2013

4.大	学 ・研 究 所等 の報 告 な し
5.解	説 ・総説
1.田 墨 惠子 化学 療法 時の 患者 指導の ポイ ン トー 爪
囲炎一,臨 床腫瘍 プラクテ ィス,9(3),317-320, 
2013
2.萩	 原 邦子,秋 田裕 史,濱 直 樹,和 田浩 志,小 林
省吾,梅 下浩司 永 野浩昭 レシ ピエン ト移植 コー
デ ィネーターの役 割,臨 床消化器 内科,28(9), 
1257-1262,2013
3.萩	 原邦子,上 野豪久 小腸移植の意思決定 と看護支
援,小 児看護45(7),761-765,2013
4.荒	 木啓子 がん化学療法の前 ・中 ・後の必須 アセ ス
メン トー 問一答 「骨髄抑制 」,プ ロフェッシ ョナ ル
がんナー シング,3(6),2013
5.長 谷m弘 子 心臓 カテーテ ル検査 ・治療後の看護 の
実際 帰室後の安静のため の看護,小 児看護,36(3), 
1777-1783,2013
6.藤	 井 彩子,木 下恵理,小 寺佳世 部位別 看護の ギ
モン 膝関節,整 形外科看護2013春 季増刊,169-174, 
2013
7.山 家 いつみ,木 下 学 脳 槽 ドレナージの管理 と看




8.山 家 いつみ,木 下 学 硬 膜外 ドレナー ジの管理 と




9.山 家 いつみ,木 下 学 硬 膜下 ドレナージの管理 と




10.山 家 いつみ,木 下 学 これでば っち り!オ ンマヤ
(植 込 み 型 脳 脊 髄 液 リザ ー バ)の 管 理,BRAIN 
NURSING,29(7)51-54,2013
11.植 田江梨子,萩 原 邦子 腎移植 を希望する透 析患者
大 阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
および透析再導 入 した患者へ の接 し方,臨 床透 析, 
29(9)93-99,2013
12,香 川 尚己 嶽 元ゆ あみ これだ けは知 ってお こう!
脳 神経 外科 病棟 で用 いる ドレー ンの種類 と 目的, 
BRAINNURSING,29(7)8-12,2013
13.河	上真 寿美 転倒 ・転落予防 こどもケア,7(5), 
11-16,2013
14.久	保 田香,萩 原邦子 植込型補助人工心臓 の退院プ
ログ ラム につ いて教 えて くだ さい!,ハ ー トケア, 
3(12)40-47,2013

15.嶽 元ゆあみ,香 川尚己 開放式 ドレナー ジ回路の基
本,BRAINNURSING,29(7),13-23,2013
16.谷 本 奈緒美,橋 本 直哉 脳室 ドレナー ジの管理 と看
護のポ イ ン ト,BRAINNURSING,29(7),24-29, 
2013

17.谷	本 奈緒美,橋 本直哉 スパ イナル ドレナー ジの管
理 と看護のポイ ン ト.BRAINNURSING,29(7),35-42, 
2013
18.手	塚信裕 股関節の手術に使用す る器械 ・インプラ
ン ト(人 工股 関節置換術),OPEナ ーシ ング,28(7), 
51-67,2013




1.能	 芝範子 患者 ・家族を対象とした倫理調整 治療
中止を訴える家族 看護のためのク リテ ィカルケア
場面の問題解決ガイ ド,159-166,三 輪書店,2013
3.教	科書






1.越	 村利恵 パネ リス ト 肝移植～過去 ・現在 ・未来
～,第30回 近畿移植検討会,2013年12月,大 阪市 




3.	 萩原邦子 シンポジス ト 移植コーデ ィネーター
の教育と展望,日 本におけるレシピエン ト移植コー
ディネーターの教育と展望,第49回 日本移植学会









5.	 萩原邦子 教育講演 臨床現場における倫理的ジ
レンマ,第1回 大阪府看護学会,2013年12月,大
阪市
6.	 藤原優子 シンポジス ト 透析予防管理料1年 を経
過 して,第28回 日本糖尿病合併症学会特別ワーク
ショップ,2013年9月,旭 川市
7.	 藤原優子 シンポジス ト チームで行う療養指導
の重要性一フットケァー,第50回 日本糖尿病学会近
畿地方会,2013年11月,京 都市




9.	 大野由美子 シンポジス ト がんの痛みやつらさ
をがまん しないで～あなたを支えるチームが あり
ます～,平 成24年 度厚生労働省委託事業 緩和ケ
ア普及啓発市民公開講座,2013年3月,大 阪市
10.	 能芝範子 教育講演Comfortケ アとしての鎮痛 ・
鎮静管理の実際 第9回 日本クリティカルケア看護
学会学術集会,2013年6月,神 戸市








1V学 会 一 般 演 題









transplantcoordinator>,第13回 ア ジ ア 移 植 学 会
(CAS下2013),2013年9月,京 都 市
2.国	内学会
1.田	 中寿江 経皮的心肺補助装置装着患者 の下腿外
側部に発生した褥瘡の発生要因の検討,第10回 日 
本褥瘡学会近畿地方会,2013年3月,大 阪市
2.	 田中寿江 石澤美保子,奥 村歳子,佐 竹陽子,新 田
紀枝,前 田由紀,宮 野遊子,藤 原千惠子 ス トー マ
を造設 した患者が体験する困難な出来事,第22回
日本創傷 ・オス トミー ・失禁管理学学術集会,2013
年5月,静 岡市
3.	 鍋谷佳子,吉 岡 範 吉田寿雄 朝野和典 病棟廊
下天井に発生 したカビに対する対応について,第28
回日本環境感染学会総会,2013年3月,横 浜市








6.	 廣 田幸代,川 本愛子,久 松三希,加 門千寿,鍋 谷
佳子,田 中寿江,久 保田香,柳 川千里,斉 藤哲也,




7.	 平田美穂,中 川里恵,田 中春美 適切な看護必要度
評価のための院内eラ ーニング作成,第1回 大阪府
看護学会,2013年12月,大 阪市
8.	 前田絵美,高 木啓至,高 島千敬,坂 井孝司 当院に








10.	 青木和子 子 どもと家族を支える退院支援～阪大
病院の実践報告～,第35回 近畿小児がん研究会,
2013年2月,吹 田市
11.	 阿部 薫,田 中寿江 慢性偽性腸閉塞患者の看護,
第55回 関西STOMA研 究会,2013年6月,大 阪市
12.	加藤祐佳,中 村美香,久 保田香,平 将生,井 手









13.加	門千寿,中 川里恵,杉 山愛子,久 保田香,戸 田
宏一,吉 川泰司,吉 岡大輔,斉 藤哲也,堂 前圭太郎,





14.川	本愛子,廣 田幸代,久 松三希,加 門千寿,久 保田









16.城	戸靖章,廣 瀬智也,石 見 拓,松 本寿健,小 倉





17.久 保田香,萩 原邦子,近 藤智勇,川 畑典彦,戸 田




18.久	保田香,萩 原邦子,福 嶌教偉,上 野高義,戸 田
宏一,西 宏之,吉 川泰司,福 島五月,吉 岡大輔,
















22.	 田和 なつ美,中 山美 由紀,岡 本双美子NICUに おげ
る親 子 関係 形成の 支援 に関す る熟練 看護 師 のア セ
ス メン トと実践,第20回 日本家族看護学会学術 集
会,2013年8～9月,静 岡市
23.	 田和 なつ美,中 山美由紀,岡 本双美子NICUに おけ
る親 子 関係形 成の支 援 に関す る熟練看 護師 の臨 床
判断,第33回 日本看護科学学会学術集会,2013年
12月,大 阪市
24.	 土 田真子,中 村 美香,久 保 田香,平 将生,上 野
高 義 小垣 滋豊,大 園恵一,澤 芳樹 植 園法子 植
込 み 型補助 人工 心臓 を装着 した小児 心筋 症 患者 に
対 して退院支援 を行 った一例,第49回 日本 小児循
環器 学会総会 ・学術集会,2013年7月,東 京都
25.	 中尾 祐子TAVR患 者 に対する看護 ケアTAVRを 受 け
る患 者に対する看護 の標準 化へ の取 り組み,第2回
TRENDINTERCONFERENCE,2013年2月,大阪市
26.	 中谷 安寿,清 水健太郎,小 倉裕 司,中 堀泰 賢,山 野
修平,幡 川 由香里,出 原タ紀,日 高泰徳,瀬 尾 恵子,
嶋 津 岳 士Effectivenessofnurse-ledround 
usingachecklistfornutritioninemergency
medicalcarecenter(救 命救 急セ ンター にお ける
看護 師主導 の栄養 回診チ ェック リス トの有 用性),
第7回 アジア救急 医学 カンファ レンス,2013年10
月,東 京都
27.	 西本春愛,植 田江梨子,松 岡明子,河 村公 子 生体
腎 ドナー用パ ンフ レッ トを用 いた退院指導 の効 果,
第46回 日本 臨床腎移植学会,2013年1月,浦 安市
28.	 福井 都花,秋 久裕里,北 村 真世,高 渕真 子,藤 原
彩子,古 藤雄大,永 井利三郎 自治体 におけ る予 防
接種対応の現状 に関す るア ンケー ト調査,第60回
日本小児保健協会学術集会,2013年9月,東 京都
29.	 藤本 絵里,田 墨惠子,石 井純子,松 尾温 代,橋 井
佳子,水 木満佐央 小児の外 来化学療法室 の利用 に
向 けての取 り組み,第12回 関西がん チー ム医療研
究会,2013年3月,大 阪市
V	 講演会







3.	 田中春美 病院における助産管理業務 助産管理学,
甲南女子大学看護 リハビリテーション学部看護学





4.	 谷浦葉子 看護研究,市 立貝塚病院 非常勤講師, 20. 團 寛子 リスクマネジメン トについて,大 阪大学
2013年1月 ～12月,貝 塚市 医学部保健学科看護学専攻講義,2013年10月,吹
5.	 谷浦葉子 継続教育の特徴 と実際,大 阪大学大学院 田市
医学系研究科がんプロフェッショナル養成プラン 21. 團 寛子 医療安全体制の整備と医療安全研修の
看護教育論講義,2013年6月(2回),吹 田市 企画 ・運営,医 療の質 ・安全学会主催医療安全管理
6.	 谷浦葉子 研修プログラムの企画と運営,大 阪府看 者養成研修会,2013年7月8月12月,東 京都江東
護協会2013年 度認定看護管理者教育課程ファース 区
トレベル人材育成論講義,2013年7月11月,大 阪22. 團 寛子 医療事故調査,大 阪大学大学院医学系研
市 究科,医 療安全 ・クオ リティマネジメン ト学,2013
7.	 谷浦葉子 新人教育に活かすコミュニケーション, 年7月,大 阪市
一般財団法人住友病院研修,2013年7月,大 阪市 23. 團 寛子 明るく ・元気に課題ヘチャレンジ,平 成
8.	 谷浦葉子 研究計画書の書き方,社 会福祉法人石井 25年 度第2回 医療安全推進ネッ トワーク しずおか研
記念愛染園附属愛染橋病院研修,2013年6月9月 修会,2013年9月
12月,大 阪市 24. 團 寛子 リスクマネジャー養成のためのワーク
9.	 植園法子 保健医療福祉ネッ トワーク部の活動に ショップ,高 山赤十字病院,2013年11月,高 山市
ついて,大 阪大学大学院医学系研究科医学部保健学 25. 團 寛子 ファシリテーター 確実な安全行動を
科看護学在宅ケア概論,2013年6月,吹 田市 習慣づける等、組織の変革を成 し遂げるために医療
10.	 田墨惠子 がん看護におけるコンサルテーション 安全管理者は何をなすべきか,第8回 医療の質 ・安
の実際,大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻, 全学会学術集会,2013年11月
2013年7月8月,吹 田市 26. 鍋谷佳子 楽 しみなが ら取 り組む感染対策,宮 野医
11.	 田墨惠子 がん看護援助論,大 阪大学医学系研究科 療器(株)第25回 宮野セミナー,2013年1月,神
保健学専攻,2013年10月,吹 田市 戸市
12.	 田墨惠子 大腸がん患者を支えるケア,ブ リス ト 27. 鍋谷佳子 感染対策の視点でかんがえる病院環境,
ル ・マイヤーズ(株)大 和高田大腸がん治療懇話 第28回 日本環境感染学会総会ランチョンセ ミナー,
会,2013年4月,大 和高田市 2013年3月,横 浜市
13.	 田墨惠子 薬物治療を受ける患者の意思決定支援, 28. 鍋谷佳子 疫学 と統計学一感染予防 ・管理の基礎 と
近畿大学医学部附属病院 第7回 がん薬物療法研修, なる疫学,神 奈川県立保健福祉大学実践教育センタ
2013年9月,狭 山市 ー 感染管理認定看護師教育課程,2013年5月6月,
14.	 田墨惠子 セルフケア支援,平 成25年 度山形県立 横須賀市
中央病院 エキスパー ト看護師育成研修,2013年10 2s. 鍋谷佳子 看護における感染予防の実際,大 阪府看
月,山 形市 護協会 感染看護1,2013年6月,大 阪市
15.	 田墨惠子 がん看護学演習 豆B,公 立大学法人大阪 30. 鍋谷佳子 感染防止のための研修 臨床現場におけ
府立大学 非常勤講師,2013年 月,堺 市 る手指衛生遵守向上のための取 り組み,第20回 山
16.	 田墨惠子 薬物の投与管理 とリスクマネジメン ト, 口県院内感染防止研究会,2013年7月,山 ロ市
静岡県立静岡がんセンター 認定看護師教育課程, 31. 鍋谷佳子 移植における免疫と感染 日本看護協会
2013年11月,静 岡県駿東郡 臓器移植における基礎知識と看護実践,日 本看護協
17.	 田墨惠子 抗がん剤の安全な投与方法,S-QUE院 内 会看護研修学校,2013年7月,清 瀬市
研修1000`Eナ ース,S-QUE研 究会,2013年12月,3 . 鍋谷佳子 感染防止技術 領域別の感染防止 移植
富田林市 領域,日 本看護協会看護研修学校 日本看護協会 感
18.	 田墨惠子 がん化学療法に伴 う身体の変化と症状 染管理認定看護師教育課程 日本看護協会看護研修
緩和一末梢神経障害 とその看護一,平 成25年 度が 学校,2013年7月,清 瀬市
ん化学用法看護認定看護師教育課程,2013年12月, 33.鍋谷佳子 感染管理学 感染管理認定看護師の役割,
神戸市 日本看護協会看護研修学校 日本看護協会 感染管
19.	田中寿江 ス トーマケアの基礎 を学ぶ 術後の看護, 理認定看護師教育課程 日本看護協会看護研修学校,
コロプラス トスキルアップセ ミナー,2013年11月, 2013年7月,清 瀬市
太文字e教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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34.鍋 谷佳 子 対人 コ ミュニケー シ ョン論 医療 コ ミュ
ニケー シ ョン,神 戸女学 院大学集 中講義2013年7
月,神 戸市
35.鍋 谷佳子 尿 道留置 力テ ーテ ル関連 尿路 感染 予防
策 とサーベ イランス を活用 した予 防策 の改善,(株)
メデ ィコンKOLワ ーク シ ョップ,2013年8月,福 山
市
36.鍋 谷佳 子 臨 床現場 に お ける手 指衛 生 の指導 と評
価,第7回 北陸地区感染対策セ ミナー2013年9月,
金沢市
37.鍋谷 佳子 ファシ リテー トとマネ ジメ ン ト 空調 管
理 の原則 と実 際,日 本看護協会 感染管理 認定看護
師教育課程 神戸研修センター,2013年10月,神 戸
市
38.鍋 谷佳子 疫学 と統計学 アウ トブ レイク,日 本看
護 協会 感染 管理認定 看護 師教育 課程 神戸研 修 セ
ンター,2013年10月,神 戸市
39.鍋	谷 佳子 感染看護学演 習IB,公 立大学 法人大 阪
府立大 学 非常勤講師,2013年8月,堺 市
40.鍋	谷佳 子 感染制 御学特 論,慈 恵 医科 大学院 大学
非常 勤講師,2013年11月,大 阪市
41.鍋	谷佳 子 感染対策 に関する講演会,山 形大学 医学
部 附属 病院,2013年11月,山 形市
42.鍋 谷佳子 疫学 と統計学 批判 的吟味,日 本環境 感
染学 会 ・医療疫学 トレー ニングコース,2013年10
月,吹 田市
43.鍋 谷佳子 疫学 と統計学 批判 的吟味,日 本環境 感
染学 会 ・医療疫学 トレー ニングコース,2013年11
月,東 京都
44.鍋	谷 佳子 感染防止につ いて,大 阪脳神経 外科 病院,
2013年12月,豊 中市
45.鍋 谷 佳子 院内感染対策にお けるICNの 役割,テ ル
モ メデ ィカル プラネ ックス講演会,2013年3月,神
奈川 県足柄上郡
46.萩 原 邦子 レシ ピエン ト移植 コー デ ィネー ター は
移植 看護のスペ シャリス ト!?,旭 川医科大学 病院
職 員研修会移植セ ミナー,2013年11月,旭 川市
47.萩	原 邦子 臓器移植コーデ ィネーター 各論(肺),
日本 移植 コーデ ィネーター協議会JATCO総 合研修会,
2013年11月,東 京都
48.萩 原 邦子 レシ ピエン トコー デ ィネー ター の役割,
大 阪大学 医学部保健学科5年 次臨床医学特論,2013
年12月,吹 田市
49.藤 原 優子 糖 尿病足病 変 予防 フ ッ トケア ～効 率 的
に行 うため のpractice,points～,第7回八尾地区
糖尿 病研究会,2013年3月,八 尾市 
大阪大学看護学雑誌Vol.20No.1(2014)
50.	 藤原優子 糖尿病重症化予防フッ トケア研修,大 阪
府看護協会2013年 度研修糖尿病看護シリーズ,2013
年8月,大 阪市
51.	 藤原優子 糖尿病足病変予防フッ トケア,豊 中透析
療法における全身管理を考える会,2013年4月,豊
中市
52.	 藤原優子 糖尿病患者のフットケア 心理と行動,
平成25年 度大阪CDE(糖 尿病療養指導士)認 定機構
基礎講習会,2013年9月,大 阪市










56.	 圓見千代 医療安全学総論 ヒューマンファクター
ズ ・医療安全対策の実際 平成25年 度大阪大学大





58.	 荒木啓子 がん化学療法に伴う骨髄抑制 と看護ケ
ア,平 成25年 度がん化学療法看護認定看護師教育
課程,2013年11月,神 戸市
59.	 石井純子 看護師か らみたTC療 法の副作用につい
て,第17回 北摂化学療法勉強,2013年10月,吹 田
市
60.	 梅林寛人,城 戸寛人,林 絵美,池 内友子 一次救
命処置技術,大阪大学医学部保健学科,2013年5月,
吹田市
61.	 大野由美子 がん性疼痛 を有す る患者のアセスメ
ン トと計画立案,大 阪府看護協会 がん性疼痛看護
認定看護師教育課,2013年8月(2回),大 阪市
62.	 大野由美子 精神面のアセスメン トとケア(危 機理
論 ・ス トレスコー ピング),京 都橘大学看護教育研
修センター,2013年 度皮膚 ・排泄ケア認定看護師教
育課程,2013年7月8月,京 都市
63.	 中川理恵 当院でおこっている トラブル防止のた
めの工夫,VAD管 理技術研究会勉強会,2013年7月,
東京都
64.	能芝範子 人工呼吸ケアのポイン ト,第3回 呼吸ケ






65.能 芝範子 急性看護学援助特論II,兵 庫医療大学大
学院看護学研究科 非常勤講師,2013年6月7月,
神戸市
















【心臓 ・肺移植】,日 本看護協会看護研修学校 臓
器移植における基礎知識と看護実践,2013年7月,
清瀬市
72.能	芝範子 高機能患者 シミュ レーターによる人工
呼吸ケアセミナー(基 礎編),ア イ ・エム ・アイ(株)
人工呼吸ケアセミナー,2013年8月,吹 田市

























81.阿 部 薫 小 児に よ く見 られ るスキ ン トラ ブル と
ケア,近 畿小児WOCケ ア勉強会講師 近畿小児ス ト
ー マ ・創傷 ・排泄研究会,12月,大 阪市
82.井 上有 美子 病棟か らは じめる退 院支援,精 神 障害
者地域 共生支援事 業に係 る研修会2013年1月,魚
津市
83.内 野幸子,清 水淳美PGI2持 続注患者 の看護,(株)
ア クテ リオ ン ファーマ シュー テ ィカルズ ジ ャパ ン
エポァ ク トフォー ラム,2013年5月,東 京都 港区
84.城	戸靖章 フィジカルアセス メン ト,(株)エ ス ・
エム ・エス ナース専科 セ ミナ ー,2013年7月,大
阪市
85.城	戸靖章 一次救命技術,大 阪大学医学部保健 学科,
2013年5月,吹 田市
86.久	保 田香 補 助人工心臓 装着 患者 への対応:レ ジピ
エン トコーデ ィネーター としての役割,獨 協 医科大
学病院看護部,2013年5月,栃 木県下都賀郡
87.杉	山愛子 植込 型補 助人工心臓装着患者 の看護,植
込型補助人工心臓 セ ミナー,2013年10月,大 阪市
88.手	塚信裕 麻酔看護,日 本手術看護大阪地 区奈 良県
セ ミナー,2013年6月,奈 良市
89.中 西美貴 聴診 に必要 な解剖 ・生理,日 本呼吸 ケア
ネ ッ トワー ク第3回 呼吸ケアセ ミナー,2013年1月,
神 戸市
90.中 西美 貴 大 阪大学 病院 呼吸器 セ ンター での 取 り
組み,第1回 北大阪呼吸 リハ ビリテー シ ョン講 習会,
2013年7月,吹 田市
91.羽	田まゆ か 禁煙外 来の流れ 看護 師の立場 でア ド
バ イス,大 阪大学 吹田保健セ ンター 禁煙外 来講習
会,2013年8月,吹 田市
92.山 口晃生 精 神障害,神 戸医療福祉専 門学校三 田校
救命救急士科,2013年1月 ～2月(8回),三 田市
93.浅 井貴子 インス トラクター 第20回 近畿MCLSコ
ース,・2013年6月,吹 田市
94.阿	部 薫 フ ァシ リテー ター 日本 小 児 ス トー
マ ・排泄管理研究会 「第18回 日本小児 ス トー マ ・
排泄管理セ ミナー,2013年5月,神 戸市
95.城 戸靖 章 インス トラクター 救 急看護2演 習①
②,大 阪府看護協会2013年 度研修2013年6月,
大阪市
96.城	戸靖章 イ ンス トラクター 第96回JNTECプ ロ
バ イ ダー コース,一 般社 団法 人 日本救 急看護 学会,




2013年11月12月	 7.萩 原邦子 日本移植コーディネーター協議会
97.武	田久子 外来での慢性心不全継続看護の報告～ 8.油 井麻里 大阪母性衛生学会
そして今後の課題～,循 環器専門ナース研修コース 9.村 上聖女 大阪母性衛生学会
修 了生のための緩和ケァ講演会 お悩み相談,2013 3.評 議員
年12月,大 阪市	 1.田 中春美 日本母性衛生学会
98.砥 綿成美,平 田 恵 ファシリテーター 人工呼吸 2.萩 原邦子 日本移植学会
器装着患者の看護 大阪府看護協会2013年 度研修, 3.田 墨惠子 日本緩和医療学会

2013年5月,大 阪市 4.鍋 谷佳子 日本環境感染学会

99.林	奈津子,南 康代 ファシリテーター 人工呼吸 5.藤 原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会
器装着患者の看護②,大 阪府看護協会2013年 度研 6.大 野由美子 日本がん看護学会
修,2013年12月,大 阪市 4.支 部長
100.中	西美貴 ファシリテー ター 慢性心不全患者の 1.鍋 谷佳子 日本感染管理ネットワーク近畿支部
療養生活の支援技術,兵 庫県看護協会 慢性心不全 副支部長
看護認定看護師教育課程,2013年9月,神 戸市 5.委 員長 ・副委員長 なし
101.中	谷安寿 ファシ リテー ター 便失禁管理システ 6.委 員
ム 「フレキシール」使用に関するラウン ドテーブル 1.田 中春美 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
コンパテックジャッパン,2013年11月,大 阪市 術集会 企画委員
102.近	藤由美 若手看護職による就職選定へのア ドバ 2.谷 浦葉子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
イス,大 阪医科大学看護学部,2013年6月,高 槻市 術集会 企画委員
103.仲	川干晴 若手看護職による就職選定へのア ドバ 3.谷 浦葉子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
イス,大 阪医科大学看護学部,2013年6月,高 槻市 営委員
104.山	田淳史 めざせ看護職!先 輩が語る看護の仕事 4.萩 原 さがみ 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会
とその魅力,第33回 日本看護科学学会学術集会 ナ 学術集会 企画委員
ーシングサイエンスカフェ,2013年12月,大 阪市 5.萩 原 さがみ 第33回 日本看護科学学会学術集会
運営委員
W報 道 な し 6.天 野美希 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
皿 主催学会 なし 7.安 藤昌代 日本手術看護学会大阪地区 役員
8.安 藤昌代 第27回 日本手術看護学会年次大会 実
皿 受賞 なし 行委員
9.井 ロ和江 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委員
1X特 許 な し 10.井 ロ和江 第11回 世界脳神経看護学会WFNN
Congress2013協 力員
X共 同研究 なし 11.岩 崎朋之 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
X[研 究費 な し 12.川 口裕美 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
狙 学会 ・職能 団体等の役員活動 13.須 藤昌子 大阪府看護協会 府北西支部助産師職
1.会	長 ・理事長 なし 能委員
2.理	事 ・幹事 14.田 墨惠子 日本がん看護学会 学会誌査読委員
1.田 中春美 大阪母性衛生学会	 15.田 墨惠子 日本がん看護学会教育 ・研究活動委員会
2.井 口和江 日本脳神経看護研究学会	 委員
3.須 藤昌子 大阪母性衛生学会	 16.田 墨惠子 日本緩和医療学会総務委員会 委員
4.田 墨惠子 日本がん看護学会	 17.田 墨惠子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
5.萩 原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会	 営委員
6.萩 原邦子 日本肝移植研究会	 18.團 寛子 医療の質 ・安全学会ネッ トワーク委員会




19. 團 寛子 第8回 医療の質 ・安全学会学術集会プロ
グラム委員会 委員
20. 佃 順子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
21. 中土居智子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会
学術集会 企画委員
22. 中村美香 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
23. 鍋谷佳子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
営委員
24. 鍋谷佳子 第3回 日本感染管理ネットワーク学術集
会 プログラム委員
25. 鍋谷佳子 日本環境感染学会 教育委員
26. 萩原邦子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
27. 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会 看護倫理
委員
zs. 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会 教育委員
29. 萩原邦子 日本移植 ・再生医療看護学会 政策委員
30. 萩原邦子 日本移植学会 コーディネーター委員
31. 藤原優子 第33回 日本看護科学学会学術集会 運
営委員
32. 藤原優子 日本糖尿病教育 ・看護学会ネッ トワーク
委員会 近畿ブロック委員










38.	 大野由美子 日本がん看護学会 学会誌査読委員
39.	 大野由美子 第33回 日本看護科学学会学術集会
運営委員
40.	 片山圭子 第10回 日本移植 ・再生医療看護学会学
術集会 企画委員
41.	 城戸靖章 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委員
42.	 谷川 茜 大阪府看護協会教育委員会 委員













50.阿	部 薫 日本小児ス トー マ・排泄管理研究会第18
回日本小児ス トー マ ・排泄管理セミナー 運営委員
51.嶽	元ゆあみ 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委
員
52.谷	本奈緒美 第39回 日本脳卒中学会総会 準備委
員
53.手	塚信裕 第27回 日本手術看護学会年次大会 「教
育セミナー」 実行委員
7.そ	の他 な し
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生
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保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
社 会 復 帰 過 程 に あ る 胃 切 除 患 者 の 術 後 機 能 障 害 に 伴 う 身 体 症 状 と 自 己 効 力 感 の 関 連
 




糖 尿 病 患 者 の セ ル フ ケ ア 能 力 の 要 素 を 活 用 し た 看 護 師 へ の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 検 討 
中濱 多紀 Developmentofanursingeducationprogramusingtheframeworkofaself‐careagencyfor 清水教授
peoplewithdiabetes.
峠 知子 日本の精神科総合 病院にお ける複 数回転倒 の疫学的調 査 牧本教授EpidemioIogyofmu【tipIefa凵sinageneralpsychiatrichospitalinOsaka,Japan.
前 頭 側 頭 葉 変 性 症 患 者 と ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 患 者 の 歩 行 パ タ ー ン の 相 違
一ICタ グ モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム に よ る 客 観 的 評 価 一 
野中 高浩 DifferencesinspatialmovementpatternsbetweenpatientswithFrontotemporallobar 牧本教授 ・
degenerationandAlzheimer'sdiseasepatientsmeasuredbyICtag.

認 知 症 ケ ア 病 棟 お よ び 高 齢 者 施 設 に お け る 認 知 症 高 齢 者 の 性 的 行 為 に 対 す る ス タ ッ フ の 認 識 に 関 す
吉田 由紀子 る 質 的 調 査 牧本教授Qualitativestudyontheperceptionofsexualactivityindementiapatientsinthestaff 
workingindementiacareunitsandnursinghomes.
終 末 期 が ん 患 者 の せ ん 妄 の 徴 候 を 捉 え る 看 護 師 の 観 察 お よ び ア セ ス メ ン トの 視 点 の 明 確 化 
青木 美和 Clarificationofnurse'sperspectiveofobservationandassessmentforterminaldelirium 荒尾教 授 、
incancerpatients.
術 前 化 学 療 法 を 受 け た 食 道 が ん 患 者 の 食 行 動 に 伴 う セ ル フ ケ ア に 関 す る 研 究
 




一 次 乳 房 再 建 術 を 受 け た 乳 が ん 患 者 の 術 式 選 択 過 程 に 対 す る 満 足 と そ の 関 連 要 因
 




精 神 科 救 急 入 院 料 病 棟 に お け る 家 族 に 対 す る 看 護 師 の ア セ ス メ ン トと 援 助 に 関 す る 研 究
 













小 児 科 外 来 で 点 滴 施 行 と な っ た 患 児 の 母 親 の 不 安 に 対 す る ア ロ マ セ ラ ピー の 効 果 




小児看護学実習 に対する看譁師 の認 識 木村 涼子 Nurse'sPerceptionsofPediatricNursingPracticum. 藤原教授
メ タ ア ナ リ シ ス に よ る 看 護 師 が お こ な う が ん 疼 痛 管 理 教 育 の 評 価 と 具 体 的 支 援 の 検 討 
玉木 朋子 Effectofnurse‐lededucationofcancerpainmanagementandimplicationsfornursing 大野教授
practice:AMeta‐analysis.
鳥居 佳奈子 病棟看護 業務 にお ける連続観測 タイムス タデ ィとワー クサ ンプリングの比較 大野教授Acomparisonofcontinuoustime‐and‐motionandworksamplingathospitalwards.
脈 波 伝 播 時 間 に 基 づ く 体 位 変 換 時 血 圧 推 定 に 関 す る 研 究 
林 真利 Thestudyofestimatingbloodpressureduringchangeinbodypositionbasedpulsetransit 大野教授
time.
岩井 詠美 病院における看護師の組織市民行動の実態と要因 井上教授
龍野 洋慶 高齢期 における高血圧 と認知機 能障害 との関連性 神出教授Relationshipbetweenhypertensionandcognitiveimpairmentinoldsubjects.
冨田 耕平 包帯装着 時の圧力に影響す る要 因の検討 石井准教授丁heana[ysisofFactorsAffectingPressureunderBandage.
開 胸 術 後 患 者 の 歩 行 支 援 台 車 使 用 下 歩 行 の 安 全 性 ・安 楽 性 の 検 討 
平田 記子 Studyofthesafietyandcomfortofearlypost‐thoracotomyambulationwithatrolleyfor 石井准教授
walkingsupport.
ア ン プ ル カ ッ ト動 作 の 解 析 に よ る 看 護 技 術 教 育 に お け る 指 導 ポ イ ン トの 検 討 
平野 方子 AnalysisofUpperLimbMovementtoOpenGlassAmpouleandStudiesoftheMethodsof 石井准教授
TraininginNursingEducation.
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 参 加 者 の 健 康 を 高 め る ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル と 形 成 過 程 の 検 討 





が ん プ ロフ ェ ッシ ョナ ル養 成 基 盤 推 進 プ ラ ン 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
根治的化学放射線療法を受ける肺がん患者が捉える 「体力」の様相
川島 鮎美 TheAspectof"strength"inPatientsReceivingCurativeChemoradiotherapyforLung荒尾教授 
Cancer.
外来でEGFR阻 害剤治療を受ける進行・再発大腸がん患者における爪や指先の皮膚症状の体験 とその
藤川 直美 マ ネ ジ メ ン ト Experienceandmanagementofnailchangesinpatientswithadvancedcolorectalcancer荒尾教授 
receivingoutpatientepidermalgrowthfactorreceptorinhibitortherapy.
乳房温存術後の乳がん患者における放射線治療終了前の複数の症状体験
増尾 由紀 TheExperiencesofSymptomClustersBeforeCompletionofRadiotherapyInBreast荒尾教授 
PreservationPostoperativePatients.
保 健 学 博 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
井關 敦子 里帰 り分娩 と祖母の精神的健康に関する研究一自尊感情およびうつ傾向との関連一 大橋教授
東田 有加 妊婦の受動喫煙予防プログラムの開発に関する研究 大橋教授
山口 琴美 腹部妊娠線の予防行動とQOLと の関連 大橋教授
歌田 真依 多重がん罹患1丿スクに基づ くがん患者のフォローアップ期間の検討 大野教授
吉本 佳世 複眼内視鏡を用いた多機能計測システムの開発 大野教授
堀 芽久美 医療および診断情報の有効活用のための定義 ・評価方法の明確化に関する検討 大野教授
大村 佳代子 1970年 代以降の血友病医療の変化に関連 した成人血友病患者の病気行動に影響を及ぼす要因 早川教授 
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